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序
章
で
検
討
し
た
日
本
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
」
同
様
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
」
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
都
市

機
能
へ
の
取
り
込
み
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い（

１
）る

。
そ
こ
で
は
、「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」（sm

art gri （
２
）

d

）
を
応
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
や
「
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
」、
あ
る
い
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
交
通
シ
ス
テ
ム
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
防
犯
や
災
害
対
策

へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い（

３
）る

。
こ
の
点
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
技
術
的
側
面
を
支
え
て
い
る
の
は
国
家
で
は
な
く
、
情
報

産
業
界
の
民
間
企
業
で
あ（

４
）る

。
そ
の
た
め
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
不
備
や
悪
意
の
あ
る
設
計
・
利
用
に
つ
い
て
責
任
を
問
う
場
合
に
は
、
対
民

間
企
業
の
問
題
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
は
単
に

地
方
都
市
や
民
間
企
業
に
よ
っ
て
の
み
企
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
一
方
で
連
邦
政
府
が
経
済
面
で
の
支
援
を
行（

５
）い

、
他
方
で

情
報
交
換
や
技
術
提
携
を
見
込
ん
だ
業
界
団
体
も
形
成
さ
れ
て
き
て
い（

６
）る

の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、利
活
用
の
対
象
と
な
る
個
人
の
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
い
か
な
る
形
で
保
護
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
よ
う
な
包
括
的
な
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
を
持
た
な
い
が
、
業
種
別
（
セ
ク
ト
ラ
ル
方
式
）
に
各
種

連
邦
法
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
州
に
お
い
て
個
別
の
立
法
が
な
さ
れ
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
現
状
、
連
邦
法

レ
ベ
ル
で
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
よ
う
な
問
題
に
特
化
し
た
法
律
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
中
核
技
術
と
も
い
え
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に

関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
検
討
で
は
、こ
れ
ま
で
制
定
さ
れ
て
き
た
多
岐
に
わ
た
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
連
法
を
個
別
に
適
用
す
る
か
、

あ
る
い
は
改
正
す
る
こ
と
で
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い（

７
）る

。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
数
多
の
技
術
と
を
複
合
さ
せ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
多
分
野
に
亘
る
複
合
的
な
規

制
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
包
括
的
に
対
応
す
る
法
律
は
ア
メ
リ
カ
に

は
な
お
存
在
し
な
い
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
よ
り
統
合
的
・
包
括
的
観
点
か
ら
の
個
人
情
報
保
護
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
る
ア
メ
リ
カ
の
学
説
で
は
、
こ
れ
ま
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
「
ほ
う
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
」、「
自
己
へ
の
限

定
ア
ク
セ
ス
」、「
秘
密
」、「
個
人
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
人
格
性
」、「
親
密
性
」
と
い
っ
た
形
で
概
念
化
し
て
き（

８
）た

。
こ
の
よ
う
な
理

論
の
う
ち
、
本
稿
で
主
と
し
て
検
討
す
る
の
は
、
す
で
に
序
章
に
て
言
及
し
て
い
る
通
り
、
社
会
学
者
ア
ミ
タ
イ
・
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
（A

m
itai 

Etzioni

）
の
見
解
で
あ
る
。

　

既
述
の
通
り
、
彼
は
二
〇
世
紀
末
頃
か
ら
、
情
報
の
利
活
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
公
共
的
な
利
益
と
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の

バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
彼
の
比
較
的
近
時
の
論
考
で
は
、
人
々
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
が
デ
ジ
タ
ル

情
報
化
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
自
動
処
理
さ
れ
る
「
サ
イ
バ
ー
時
代
」
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
法
政
策

的
提
言
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
人
工
知
能
技
術
の
利
用
と
統
御
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
に
つ
い
て
ま
で
そ
の
検
討
は
及
ん
で
い
る
。

　

よ
り
効
率
の
よ
い
省
エ
ネ
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
防
犯
等
の
公
共
政
策
の
達
成
を
目
的
に
、
個
人
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
多
角
的
に
利
活
用

す
る
こ
と
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
つ
つ
あ
る
昨
今
に
お
い
て
は
、
個
人
の
権
利
と
公
共
的
な
利
益
と
の
衡
量
を
慎
重
に
行
い
続
け
て
い
る
エ

ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
検
討
は
、
む
し
ろ
示
唆
に
あ
ふ
れ
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

（
１
）
ア
メ
リ
カ
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
紹
介
す
る
近
時
の
論
考
と
し
て
、和
田
恭
「
米
国
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
巡
る
最
近
の
動
向
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
よ
り
二
〇
一
一
年
二
月
号
（
情
報
処
理
推
進
機
構
）〈http://w

w
w

.jif.org/colum
n/pdf2011/201102.pdf

〉（
最
終
ア
ク

セ
ス
二
〇
一
五
年
一
二
月
九
日
）、
八
山
幸
司
「「
：
米
国
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組
み
の
現
状
」
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
よ
り

二
〇
一
五
年
一
〇
号（
情
報
処
理
推
進
機
構
）〈https://w

w
w

.ipa.go.jp/files/000048357.pdf

〉（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
一
二
月
九
日
）。

こ
こ
で
の
検
討
は
、
こ
れ
ら
の
論
考
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

（
２
）
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
は
、
電
力
系
統
を
最
適
に
制
御
す
る
こ
と
で
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
図
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
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（
３
）
ま
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
以
来
の
大
規
模
開
発
ハ
ド
ソ
ン
・
ヤ
ー
ド
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
機
能
の
導
入
が
進
め
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
各
ビ
ル
と
施
設
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ

な
が
れ
、
各
所
に
設
置
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
て
地
域
の
動
向
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
う

（H
eather Clancy, H

udson Y
ards: A

 connected neighborhood grow
s in M

anhattan (Jun. 11, 2014), http://w
w

w
.greenbiz.

com
/blog/2014/06/11/along-new

-york-urban-analytics (last visited D
ec. 9, 2015)

）。

　
　
　

つ
ぎ
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
都
市
部
の
デ
ー
タ
を
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
つ
な
げ
る
試
み
と
し
て
、
デ
ー
タ
の

可
視
化
と
オ
ー
プ
ン
化
を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
都
市
部
の
デ
ー
タ
を
省
エ
ネ
に
活
用
し
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
つ
な
げ
る
試
み
と
し
て
、
都

市
環
境
の
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
提
供
す
る5D

 Sm
art San Francisco 2030 D

istrict 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
（Patrick 

M
arshall, San F

rancisco focuses IoT
 platform

 on energy data stream
s (M

ar. 3, 2015), https://gcn.com
/

A
rticles/2015/03/03/San-Francisco-CityZenith.aspx (last visited D

ec. 9 2015)

）。

　
　
　

そ
し
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
交
通
と
道
路
環
境
を
中
心
と
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
（City 

of Boston, Boston T
aking a N

ew
 A

pproach to T
raffi

c and Parking Challenges (D
ec. 11, 2013), http://w

w
w

.cityofboston.
gov/new

s/D
efault.aspx?id=6436 (last visited D

ec. 9, 2015).

）。

　
　
　

ほ
か
に
、フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
の
郊
外
に
あ
る
計
画
都
市
レ
イ
ク
ノ
ナ
（Lake N

ona

）
で
は
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（A

njelica Partridge, Students Lead “Sm
art H

ouse” T
ours For H

eath IT
 Conference 

(M
ar. 3, 2014), https://m

ed.ucf.edu/new
s/2014/03/students-lead-sm

art-house-tours-for-heath-it-conference/ (last visited 
D

ec. 9, 2015).

）。

（
４
）
代
表
的
な
企
業
と
し
て
は
、
シ
ス
コ
（Cisco

）
社
、
Ｇ
Ｅ
社
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
５
）
連
邦
政
府
で
は
従
来
か
ら
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
研
究
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
基
盤
作
り
を
進
め
て
き
て
お
り
、
近
年
で
は
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
活
用
し
た
本
格
的
な
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
構
築
へ
と
乗
り
出
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
九
月
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
（Barack 

O
bam

a

）
大
統
領
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
に
一
億
六
千
万
ド
ル
を
投
入
す
るSm

art Cities

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
表
し
た
（T

he 
W

hite H
ouse Statem

ents &
 Releases, FA

CT
 SH

EET
: A

dm
inistration A

nnounces N
ew

 “Sm
art Cities” Initiative to H

elp 
Com

m
unities T

ackle Local Challenges and Im
prove City Services (Sept. 14, 2015), https://w

w
w

.w
hitehouse.gov/the-
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第
二
節　

リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
論

　

本
節
で
は
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
論
を
検
討
し
て
い
く
。

　

こ
の
点
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
基
本
的
な
思
想
的
立
場
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
（liberal com

m
unitarianis

（
９
）

m

）
と

press-offi
ce/2015/09/14/fact-sheet-adm

inistration-announces-new
-sm

art-cities-initiative-help (last visited D
ec. 9, 2015).

）。

こ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
更
に
進
め
る
も
の
で
、
整
備
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
活
用
し
て
交
通
渋
滞
の
解
消
、
犯

罪
対
策
、
経
済
成
長
の
促
進
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
た
研
究
開
発
が
行
わ
れ
る
。

（
６
）
ア
メ
リ
カ
で
最
も
大
き
な
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
業
界
団
体
の
一
つ
で
あ
るSm

art Cities Council

で
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
築
の
た
め
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
つ
く
り
を
進
め
て
い
る
（Sm

art Cities Council H
P, http://sm

artcitiescouncil.com
/category-m

em
bership (last 

visited D
ec. 9, 2015).

）。
こ
の
団
体
は
二
〇
一
三
年
五
月
に
設
立
さ
れ
、
生
活
、
雇
用
、
持
続
性
の
高
い
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
構
築
を
目
的
と

し
て
お
り
、
Ｇ
Ｅ
社
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
、
ア
メ
リ
カ
通
信
大
手
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
な
ど
様
々
な
分
野
の
大
手
企
業
に
加
え
国
内
外
の
大
学
や
研
究
機
関
が

参
加
す
る
な
ど
、
横
断
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
）T

he Sm
art Grid Interoperability Panel - Cyber Security W

orking Group, N
IST

IR
 7628 G

uidelines for Sm
art G

rid 
Cyber Security: V

ol. 2, Privacy and the Sm
art G

rid (Sept. 2010), http://w
w

w
.nist.gov/sm

artgrid/upload/nistir-7628_total.
pdf (last visited D

ec. 9, 2015) at 8.

（
８
）
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
論
を
包
括
的
に
整
理
し
、
批
判
的
に
検
討
す
る
近
時
の
論
考
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｊ
・

ソ
ロ
ブ
の
も
の
が
あ
る
。D

a
n

iel J. S
o

lo
v

e, U
n

d
erst

a
n

d
in

g P
riv

a
cy (H

arvard U
niversity Press, 2008). 

邦
訳
と
し
て
、
ダ
ニ
エ
ル
・

Ｊ
・
ソ
ロ
ー
ヴ
（
著
）、
大
谷
卓
史
（
訳
）『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
新
理
論　

概
念
と
法
の
再
考
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
三
）。

　
　
　

ソ
ロ
ブ
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
学
説
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
化
は
あ
ま
り
に
も
広
す
ぎ
る
か
、
逆
に
狭
す
ぎ
る
と
い
う
欠
点
を
抱

え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
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呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

（
（1
（

る
。
か
つ
て
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
今
日
の
政
治
哲
学
で
主
流
た
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
（
公
的
領
域
に
お
け

る
）
非
倫
理
性
や
、
個
人
主
義
と
い
う
名
の
下
に
お
け
る
原
子
論
的
な
孤
立
を
批
判
し
、
そ
の
対
抗
思
想
と
し
て
登
場
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
論
者
は
、
抑
圧
的
・
権
威
主
義
的
な
共
同
体
の
復
興
を
企
て
る
前
近
代
的
な
い
し
復
古
的
な
危
険
な
思
想
と
し
て
反
批
判

す
（
（1
（

る
。

　

こ
れ
に
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
再
反
論
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
が
考
え
る
今
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
伝
統
性
と
現
代
性

3

3

3

と
を
融
合
さ

せ
た
も
の
で
あ
り
、「
多
重
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
あ
っ
て
「
重
層
的
忠
誠
心
」
が
存
在
す
る
と
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、

求
心
的
な
力
と
遠
心
的
な
力
と
が
働
い
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
秩
序
」
と
個
々
人
の
「
自
律
」
と
が
そ
れ
ら
に
あ
た
る
と
す
る
。
こ3

の
二
つ
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
基
本
的
発
想
で
あ
る
と
主
張
す

（
（1
（

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
研
究
は
、
既
述
の
よ
う
な
思
想
を
重
視
す
る
彼
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
終
焉
を
説
く
学
説
の
一
端
を

担
う
も
の
と
し
て
消
極
的
に
捉
え
、
つ
ぶ
さ
に
検
討
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
と
い
え

（
（1
（

る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
必
ず
し
も

正
確
で
は
な
く
、
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
彼
の
主
張
に
は
む
し
ろ
現
行
の
保
護
法
制
で
は
抜
け
落
ち
て
い
る
個
人
の
権
益
の
保
護
を
訴
え

る
側
面
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、第
一
款
に
お
い
て
、ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
理
の
展
開
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
問
題
意
識
を
検
討
す
る
。
次
に
、

第
二
款
に
お
い
て
、
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
基
本
的
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
第

三
款
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
自
動
で
分
析
・
処
理
さ
れ
る
サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
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（
９
）
か
つ
て
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
自
身
の
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
、
応
答
的
（
応
答
す
る
）
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
（responsive 

com
m

unitarianis

）
と
表
現
し
て
い
た
。
し
か
し
近
時
の
論
考
で
は
む
し
ろliberal com

m
unitarianism

の
語
の
ほ
う
が
利
用
さ
れ
て
い
る

た
め
、
こ
こ
で
は
こ
ち
ら
に
統
一
す
る
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
明
示
的
にresponsive com

m
unitarianis

と
論
じ
ら
れ
て
い
た
部
分
も
「
リ

ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
」
と
訳
出
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。

（
10
）
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
基
本
的
な
思
想
が
表
れ
て
い
る
著
作
と
し
て
、A

m
it

a
i E

t
zio

n
i, T

h
e S

pirit o
f C

o
m

m
u

n
it

y R
igh

t, R
espo

n
sibilit

ies 
a

n
d t

h
e C

o
m

m
u

n
it

a
ria

n A
gen

d
a, (Crow

n Publishers Inc., 1993). 

本
書
の
巻
末
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
基
調
と
し
た
政
治

運
動
の
声
明
文
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
綱
領
（
一
九
九
一
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
綱
領
の
翻
訳
と
し
て
、
宮
平
望
「
ア
メ
リ
カ
の

『
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
綱
領
（
一
九
九
一
）』
の
全
訳
」
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
第
一
二
巻
第
二
号
（
一
九
九
八
）
二
〇
三
頁
以
下
。
同

綱
領
及
び
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
同
著
作
に
表
れ
た
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
思
想
と
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
を
重
視
す
る
解
説
と
し
て
、同
「
ア

メ
リ
カ
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
綱
領
（
一
九
九
一
）』
の
解
説
」
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
第
一
三
巻
第
一
号
（
一
九
九
八
）
一
八
七
頁

以
下
。
ま
た
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
思
想
の
到
達
点
が
示
さ
れ
た
著
作
と
し
て
、A

m
it

a
i E

t
zio

n
i, T

h
e N

ew G
o

ld
en R

u
le: C

o
m

m
u

n
it

y 
a

n
d M

o
ra

lit
y in a D

em
o

cra
t

ic S
o

ciet
y (Basic Books, 1997). 

邦
訳
と
し
て
、
永
安
幸
正
（
監
訳
）『
新
し
い
黄
金
律
─
─
善
き
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
宣
言
』（
麗
澤
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
）。

　
　
　

そ
の
他
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
議
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
日
本
の
論
考
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
堀
内
一
史
「
共
同
体
主
義
と
は
─
─
今
日
の
「
共

同
体
」
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」
麗
澤
レ
ヴ
ュ
ー
第
五
巻
（
一
九
九
九
）
二
七
頁
以
下
、
坂
口
緑
、
中
野
剛
充
「
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ

ズ
ム
」
有
賀
誠
、
伊
藤
恭
彦
、
松
井
暁
（
編
）『
ポ
ス
ト
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
─
─
社
会
的
規
範
理
論
へ
の
招
待
─
─
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二

〇
〇
〇
）
九
七
頁
以
下
、麻
野
雅
子
「
共
同
体
主
義
─
─
「
負
荷
な
き
自
我
」
批
判
か
ら
エ
チ
オ
ー
ニ
の
共
同
体
主
義
運
動
へ
─
─
」
足
立
幸
男
、

森
脇
俊
雅
『
公
共
政
策
学
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
〇
三
）
三
六
〇
頁
以
下
、菊
池
理
夫
『
現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
第
三
の
道
』

（
風
行
社
、二
〇
〇
四
）
一
三
五
頁
以
下
、坂
口
緑
「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
政
策
論
─
─
エ
ッ
チ
オ
ー
ニ
と
ガ
ル
ス
ト
ン
─
─
」
有
賀
誠
、

伊
藤
恭
彦
、
松
井
暁
（
編
）『
ポ
ス
ト
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
対
抗
軸
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
七
）
四
三
頁
以
下
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
多
く
は
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
基
本
的
な
政
策
論
を
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
思
潮
に
位
置
付
け
つ
つ
解
説
し
、
日
本
へ
の
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

（
11
）
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
批
判
的
に
検
討
す
る
日
本
の
論
考
と
し
て
、
例
え
ば
、
井
上
達
夫
の
一
連
の
著
作
、
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第
一
款　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
理
の
展
開
と
課
題

一　

判
例
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
史
的
展
開

　

こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
略
述
し
、
こ
れ
に
対
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
批
判
を
検
討

し
て
い
く
。
こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
通
史
的
研
究
は
、
す
で
に
日
本
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
優
れ
た
も
の
が

存
在
す

（
（1
（

る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
観
点
か
ら
再
整
理
し
た
も
の
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
発
展
史
を
、
①
一
八
九
〇
年
以
前
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に
財
産
権
の
理
論
を
利
用
し
て

い
た
時
期
）、
②
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
六
五
年
（
不
法
行
為
法
の
領
域
に
お
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
発
展
し
た
時
期
）、
③
一
九
六
五
年
以

後
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
憲
法
的
基
礎
に
関
す
る
大
き
な
展
開
を
迎
え
た
時
期
）
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
検
討
す
る
。

同
「
共
同
体
の
要
求
と
法
の
限
界
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
四
巻
一
号
一
二
一
頁
以
下
、
同
「
共
同
体
論
─
─
そ
の
諸
相
と
射
程
」
法
哲
学
年
報

一
九
八
九
〔
現
代
に
お
け
る
〈
個
人
─
─
共
同
体
─
─
国
家
〉〕（
一
九
九
〇
）
六
頁
以
下
、
同
「
自
由
を
め
ぐ
る
知
的
状
況
─
─
法
哲
学
の
側

か
ら
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
七
八
号
（
一
九
九
一
）
二
一
頁
以
下
、同
「
共
同
体
と
責
任
─
─
棚
瀬
理
論
へ
の
法
哲
学
的
応
答
」
棚
瀬
孝
雄
（
編
）『
現

代
の
不
法
行
為
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
）
二
六
九
頁
以
下
等
、
ま
た
、
森
村
進
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
共
同
体
主
義
」
矢
崎
光
圀
、
長
尾
龍
一

（
監
修
）
桂
木
隆
夫
、
森
村
進
（
編
）『
法
哲
学
的
思
考
』（
平
凡
社
、
一
九
八
九
）
七
頁
以
下
等
。

（
12
）
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
（
著
）、
永
安
（
監
訳
）・
前
掲
書
注
（
10
）
六
四
頁
以
下
。

（
13
）
例
え
ば
、
宮
下
紘
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
復
権
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
）
三
〇
九
頁
。
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一
─
一　

一
八
九
〇
年
以
前

　

一
八
九
〇
年
以
前
の
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、
他
の
社
会
同
様
、
は
っ
き
り
と
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
念
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
の
ち
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
呼
ば
れ
る
な
ん
ら
か
の
側
面
を
守
る
た
め
の
法
的
争
訟
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
典
型
的
に
は

私
有
財
産
に
関
す
る
権
利
に
依
拠
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
私
的
な
事
柄
を
曝
露
し
て
人
の
評
判
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
、
あ
る
人
が
有
す
る

も
の
（
つ
ま
り
そ
の
人
の
評
判
）
に
損
害
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
は
看
做
さ
れ
て
い
な
か
っ

（
（1
（

た
。

　

当
時
、
私
有
財
産
の
権
利
は
、
半
ば
神
聖
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
自
然
法
の
反
映
で
あ
り
、
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い

権
利
で
あ
り
、
軽
減
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
堅
固
に
特
権
が
与
え
ら
れ
た
善
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ロ
ッ
ク
の
思
想
に
根
ざ
す
も

の
で
あ

（
（1
（

る
。

　

古
典
的
な
リ
ベ
ラ
ル
は
、
個
人
の
権
利
は
そ
の
行
使
が
他
人
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
限
り
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
個
人

の
権
利
は
そ
の
意
味
で
“
制
限
さ
れ
て
い
る
”
と
認
識
し
て
い

（
（1
（

た
。
し
か
し
、
こ
の
制
限
は
概
し
て
、
社
会
的
に
構
想
さ
れ
た
善
に
奉
仕
す

る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
指
摘
す

（
（1
（

る
。

一
─
二　

一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
六
五
年

　

こ
の
時
期
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
論
に
特
徴
的
な
の
は
、
無
論
、
何
百
も
の
法
的
争
訟
の
基
礎
の
役
目
を
果
た
し
た
ウ
ォ
レ
ン
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ

ス
の
論
文
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
序
章
に
て
既
述
だ
が
、
ウ
ォ
レ
ン
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
は
、
彼
ら
の
主
張
を
「
ほ
う
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
」
と
い
う
、
二
つ

の
こ
と
が
自
明
の
こ
と
と
想
定
さ
れ
た
権
利
と
し
て
組
み
立
て
た
。
彼
ら
は
、
個
人
及
び
家
庭
生
活
の
範
囲
は
、
公
共
圏
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

か
ら
隔
離
さ
れ
る
特
性
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
（sacred

）
も
の
で
あ
る
と
言
及
し
て
い

（
（1
（

る
。
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彼
ら
に
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
、
ほ
う
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
は
そ
の
ほ
か
の
考
慮
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
こ
の
上
の
な
い
権
利
で
あ
る
と
一

般
に
構
成
さ
れ
て
き

（
（2
（

た
。
そ
こ
に
は
、
も
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
こ
の
自
由
を
行
使
し
た
ら
、
共
通
善
が
不
当
に
扱
わ
れ
る

と
い
う
明
示
的
な
認
識
が
な
い
こ
と
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
問
題
視
す

（
（2
（

る
。

　

の
ち
の
政
府
当
局
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
「
不
可
侵
の
権
利
」、
つ
ま
り
、
強
力
な
主
張
と
切
り
札
と
し
て
の
地
位
を
示
す
も
の
で
あ
る

と
言
及
し
て
い

（
（2
（

る
。
さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
自
律
（
な
い
し
自
由
）
の
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
と
し
て
扱
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
自
律

や
自
由
と
い
う
概
念
を
あ
た
か
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
同
義
で
あ
る
と
扱
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
敬
意
を
拡
張
す
る
強
硬
な

傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
リ
ー
ド
は
さ
ら
に
こ
れ
に
、
人
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
は
彼
等
の
ま
さ
に
人
間
性
を
害
す
る

も
の
で
あ
る
と
感
じ
る
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
し
に
は
人
び
と
が
互
い
に
尊
敬
し
、
愛
し
あ
う
こ
と
な
ど
、
想
像
で
き
な
い
と
す
る
意
見

を
付
け
加
え

（
（2
（

た
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
わ
れ
わ
れ
の
最
も
重
要
な
価
値
─
─
わ
れ
わ
れ
が
自
己
省
察
や
選
択
の
で
き
る
道
徳
的
自
律
の
存
在
で
あ
る
こ

と
─
─
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
の
侵
害
は
個
人
主
義
の
品
位
を
貶
め
、
個
人
の
尊
厳
を
侮
辱
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
は
西
洋
的
価
値
の
核
心
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
者
も
現
れ

（
（2
（

た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
は
す
べ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
軽
減
さ
れ
な
い
善
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
堅
固
に
特
権
を
与
え
ら
れ
た
価
値

と
し
て
描
い
て
い
る
。
彼
等
は
、
共
通
善
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
何
ら
か
の
制
限
を
要
求
す
る
こ
と
が
道
義
的
に
許
さ
れ
る
場
面
を
認
め
な
い

と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
捉
え
て
い
る
。

一
─
三　

一
九
六
五
年
以
後

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
法
的
基
礎
の
発
展
の
第
三
段
階
目
は
、
一
般
に
以
下
の
事
案
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
も
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こ
れ
に
倣

（
（2
（

う
。
そ
れ
は
、
グ
リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
対
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
判

（
（2
（

決
、
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
対
ベ
ア
ー
ド
判

（
（2
（

決
、
ロ
ー
対
ウ
ェ
イ
ド

判
（
（2
（

決
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
生
殖
に
関
す
る
選
択
（reproductive choice

）
を
扱
っ
た
事
案
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
案
以
前
の
時
期
は
、
む
し
ろ
共
通
善
の
観
念
の
方
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
自
律
の
保
護
よ
り
も
ず
っ
と
重
視
さ
れ
て
い

た
た
め
、
避
妊
具
の
使
用
、
配
布
、
販
売
は
、
既
婚
の
カ
ッ
プ
ル
に
と
っ
て
も
違
法
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
妊
娠
中
絶
は
ほ
と

ん
ど
の
州
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
例
外
的
に
母
体
の
生
命
を
救
う
と
き
に
の
み
許
可
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
状
況
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
一
連
の
画
期
的
な
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
劇
的
に
変
化
し
た
。

　

グ
リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
判
決
は
、
生
殖
に
関
す
る
選
択
の
事
案
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
的
な
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

が
確
立
さ
れ
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
案
で
、
連
邦
最
高
裁
は
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
法
が
避
妊
具
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る

こ
と
を
夫
婦
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
権
利
は
す
ぐ
に
拡
張
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
判
決
で
は
、
裁
判
所
は
、
避
妊
具
の
配
布
を
禁
止
す
る
こ
と
を
、
そ
れ

が
未
婚
の
カ
ッ
プ
ル
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
無
効
と
し
た
。
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ー
対
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
判

（
（2
（

決
で
は
、
未
成
年
者
に
対
す
る
避
妊
具
販
売
の
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
案
で
は
、
す
べ
て
、
裁
判
所
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
由
に
関
す
る
条
件
や
制
限
を
提
示
す
る
こ
と
も
、
明
白
に
認
め
る
こ

と
も
し
な
か
っ
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
お
お
よ
そ
絶
対
的
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
事
実
上
、
州
が
避
妊
を
不
法
と

す
る
こ
と
が
妥
当
と
な
る
目
的
や
動
機
に
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
グ
リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
判
決
で
は
避
妊
具
の
使
用
は
既
婚
の
カ
ッ

プ
ル
に
制
限
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
判
決
で
は
、
新
し
い
、
よ
り
広
い
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念

が
創
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
ロ
ー
判
決
で
は
、
裁
判
所
は
中
絶
の
禁
止
を
無
効
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
さ
ら
に
拡
張
し
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た
。
し
か
し
、
こ
の
事
案
は
、
議
論
の
余
地
は
あ
る
に
し
て
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
ほ
か
の
事
案
よ
り
も
い
く
ら
か
包
括
的
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
解
す

（
（3
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
判
所
は
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
い
か
な
る
制
限
も
課
し
て
は
い
な
い
が
、
際
限
の
な

い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
認
め
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
採
用
せ
ず
、
州
が
中
絶
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
い
く
ら
か
の
基
準
を
定
式
化
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ロ
ー
判
決
は
、
そ
れ
ま
で
州
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
き
た
行
為
を
個
人
の
選
択
に
従
う
も
の
と
し
た
と
い
う
意
味
で
、
重
要
な

事
案
で
あ

（
（3
（

る
。

一
─
四　

今
日
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
解
の
あ
り
方

　

以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
展
開
を
経
て
、
現
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
擁
護
者
は
今
な
お
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
際
限
の
な
い
特
権
を
与
え
ら
れ

た
善
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
批
判
す
る
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
擁
護
者
は
権
利
一
般
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
九
〇
年
代
や
そ
れ
以
前
と

比
べ
る
と
か
な
り
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
そ
の
思
想
的
な
先
達
と
同
様
の
議

論
を
行
い
続
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
国
家
が
個
人
に
対
し
て
威
圧
的
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
恐
れ
続
け
て
お
り
、
さ
ら
に
、
新
し
い

技
術
的
社
会
的
な
発
展
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
破
壊
に
繋
が
ら
な
い
に
し
て
も
、
縮
小
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
も
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
他
の
個
人
の
権
利
を
不
可
侵
の
も
の
と
扱
う
こ
と
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
は
、
初
期
に
形
成
さ
れ
た
法

的
概
念
を
引
用
し
続
け
る
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
凡
そ
無
視
さ
れ
て
来
た
こ
と
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
指
摘
す

（
（3
（

る
。

　

そ
の
た
め
、
権
利
、
私
的
選
択
等
は
膨
張
・
拡
張
し
続
け
、
そ
の
必
然
的
結
果
と
し
て
社
会
的
責
任
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
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ン
ト
は
無
視
さ
れ
、
公
共
の
安
全
や
公
衆
衛
生
の
悪
化
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
と
い

（
（3
（

う
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
最
重
要
視
の
方
向
性
は
、
今
日
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
有
効
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
問
い
に
対
し
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
公
共
的
な
利
益
と
を
慎
重
に
調
整
し
続
け
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で

あ
る
。

二　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
近
時
の
問
題
意
識

　

以
上
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
史
的
展
開
を
前
提
に
、
こ
こ
で
は
彼
の
近
時
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討

す
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
判
例
上
、
古
典
的
に
は
主
と
し
て
イ
エ
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
対
抗
す

る
権
利
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
盗
聴
等
の
捜
査
機
関
に
よ
る
違
法
収
集
証
拠
の
問
題
や
、
あ
る
い
は
避
妊
や
妊
娠
中
絶
等

の
女
性
の
性
に
関
す
る
決
定
に
ま
つ
わ
る
問
題
の
解
決
へ
と
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
点
、
捜
査
機
関
に
よ
る
盗
聴
等
の
事
案
で
よ
く
争
点
と
な
る
憲
法
第
四
修

（
（3
（

正
─
─
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
利
用
し
た
際
の

宅
内
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
根
拠
と
も
目
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
─
─
は
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
後
半
ま
で
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
不
法
侵
入

（trespass

）
と
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
て
き

（
（3
（

た
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
、
捜
査
機
関
に
よ
る
盗
聴
は
、「
現
実
の
物
理
的
侵
入
」
が
存
在
し

な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
盗
聴
さ
れ
た
会
話
は
、「
有
体
物
」
の
押
収
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
第
四
修
正
に
い
う
「
捜
索
・
押
収
」
に
含
ま
れ

な
い
と
し
た
判
例
法
理
が
存
在
し

（
（3
（

た
。

　

し
か
し
、
科
学
技
術
の
発
展
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
後
の
判
決
で
は
所
有
権
に
依
拠
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
は
離
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
有

体
物
」
が
押
収
さ
れ
な
く
て
も
、
第
四
修
正
の
「
捜
索
・
押
収
」
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ

（
（3
（

た
。
た
だ
し
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
領
域
へ
の
「
物
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理
的
侵
入
」
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、「
捜
索
・
押
収
」
で
は
な
い
と
す
る
「
不
法
侵
害
法
則
」
は
、
変
更
さ
れ
ず
に
維
持
さ
れ
て
き
た
。

　

最
高
裁
は
そ
の
後
の
一
九
六
七
年
、
カ
ッ
ツ
対
合
衆
国
判

（
（3
（

決
に
お
い
て
、
第
四
修
正
ケ
ー
ス
に
対
す
る
家
を
中
心
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か

ら
離
れ
た
。
本
件
は
カ
ッ
ツ
が
賭
博
に
関
す
る
情
報
を
電
話
で
伝
え
た
こ
と
が
犯
罪
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
捜
査
の
過
程
で
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の

捜
査
官
が
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
外
側
に
電
子
的
監
視
装
置
（
盗
聴
・
録
音
機
）
を
取
り
付
け
、
カ
ッ
ツ
の
会
話
を
盗
聴
し
、
こ
れ
を
証
拠

と
し
た
こ
と
が
第
四
修
正
に
違
反
す
る
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。

　

こ
の
判
決
に
お
い
て
は
、
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
外
側
に
電
子
的
監
視
装
置
を
取
り
付
け
る
こ
と
は
「
捜
索
」
に
当
た
り
、
政
府
は
物
理

的
な
不
法
侵
入
を
伴
っ
て
い
な
く
て
も
あ
ら
か
じ
め
令
状
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
連
邦
最
高
裁
は
、

第
四
修
正
は
人
民
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
っ
て
場
所
を
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
合
理
的
な
期
待

が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
は
物
理
的
な
侵
害
が
な
く
て
も
第
四
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
判
決
で
は
、
公
務

員
が
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
客
観
的
期
待
）」
を
侵
害
し
た
場
合
の
み
第
四
修
正
違
反
と
な
る
と
い
う
、カ
ッ

ツ
判
決
に
お
け
る
ハ
ー
ラ
ン
（H

arlan

）
判
事
の
基
準
を
適
用
し
て
き
た
。

　

そ
の
後
同
様
の
問
題
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
判
示
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
テ
リ
ー
対
オ
ハ
イ
オ
州
判

（
（4
（

決
、
合
衆
国
対
ホ
ワ
イ
ト
判

（
（4
（

決
、
合
衆

国
対
ノ
ッ
ツ
判

（
（4
（

決
、
合
衆
国
対
カ
ロ
ー
判

（
（4
（

決
、
カ
イ
ロ
ー
対
合
衆
国
判

（
（4
（

決
、
合
衆
国
対
ジ
ョ
ー
ン
ズ
判

（
（4
（

決
、
フ
ロ
リ
ダ
州
対
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン

判
（
（4
（

決
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
案
は
、
薬
物
検
査
や
盗
聴
、
空
港
で
の
安
全
検
査
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
呼
気
検
査
、
麻
薬

捜
査
犬
が
第
四
修
正
の
「
捜
索
」
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
カ
ッ
ツ
判
決
の
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
合
理
的
な
期
待
」
の
基
準
は
、
人
や
社
会
が
ど
う
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
手

法
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
問
題
が
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
判
事
が
原
告
の
主
張
す
る
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
期
待
が
合
理
的
で
あ
る
と
思
え
ば
原
告
の
訴
え
は
認
め
ら
れ
る
が
、
も
し
原
告
の
主
張
が
判
事
の
考
え
る
「
合
理
的
な
」
期
待
と
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か
み
合
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
訴
え
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
く
の
法
学
者
が
批
判
を
し
て
お
り
、
例
え

ば
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ａ
・
ポ
ズ
ナ
ー
（Richard A

. Posner

）
は
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
合
理
的
な
期
待
の
あ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
さ
れ
た
個
人
で
な
い
限
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
は
な
い
と
い
う
の
で
は
、
循
環
論
法
で
あ
る
」
と
こ
れ
を
批
判
す

（
（4
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
判
例
法
理
に
つ
い
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
課
題
を
指
摘
す
る
。
①
一
次
的
収
集
か

ら
二
次
的
利
用
へ
と
着
眼
点
を
シ
フ
ト
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
②
公
私
（
国
家
と
市
場
）
の
領
域
が
曖
昧
化
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
対

抗
す
る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
が
重
要
と
な
る
こ
と
、
③
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
依
拠
す
る
個
人
の
自
己
像
を
ふ

ま
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。

二
─
一　

一
次
的
収
集
か
ら
二
次
的
利
用
へ
と
着
眼
点
を
シ
フ
ト
す
る
必
要
性

　

ま
ず
、
①
の
一
次
的
収
集
か
ら
二
次
的
利
用
へ
と
着
眼
点
を
シ
フ
ト
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
裁
判
実
務
上
、
一
般
的

に
は
、
情
報
取
得
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
等
最
初
の
収
集
が
合
法
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
の
利
用
は
不
問
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を

指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
判
決
で
は
、
一
次
的
収
集
ば
か
り
に
目
が
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

（
（4
（

る
。
し
か
し
昨
今
で
は
情
報
技
術
の
発
展

に
よ
っ
て
、
些
細
な
情
報
か
ら
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
（
思
想
信
条
や
医
療
情
報
等
）
が
推
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
情
報
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
二
次
的
利
活
用
の
多
角
化
が
進
む
今
日
に
お
い
て
は
、
二
次
的
利
活
用
の
危
険
性
に
つ
い
て
も
配
慮
し
、
一
次
的
収
集

に
つ
い
て
は
許
容
し
つ
つ
も
、
二
次
的
利
用
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
を
制
限
し
た
り
、
禁
止
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す

（
（4
（

る
。
そ
の

た
め
、
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
を
重
要
な
基
準
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
の
み
に
依
拠
し
な
い
、
技
術
の
変
化
と
不
当
な
二
次
的
利
活
用
に
対

応
で
き
る
理
論
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
二
次
的
利
活
用
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
判
例
も
あ
る
。
最
高
裁
は
、
合
衆
国
対
ミ
ラ
ー
判

（
（5
（

決
と
ス
ミ
ス
対
メ
リ
ー
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ラ
ン
ド
州
判

（
（5
（

決
に
お
い
て
、
金
融
証
書
（financial docum

ents

）
や
電
話
先
の
番
号
は
、
あ
る
種
の
状
況
で
は
当
局
に
よ
る
令
状
の
な
い

収
集
で
あ
っ
て
も
保
護
さ
れ
な
い
と
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

（
（5
（

る
。
裁
判
所
は
こ
の
事
案
で
、
人
々
は
一
般
的
に
電
話
番
号
を

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、通
話
記
録
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
を
放
棄
し
て
い
る
と
主
張
し
た
の
だ
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・

Ａ
・
エ
プ
ス
テ
イ
ン
（Richard A

. Epstein

）
は
、
こ
の
「
第
三
者
原
理
」（T

hird Party D
octrine

）
を
、「
第
三
者
に
情
報
を
明
ら

か
に
し
た
場
合
に
は
、
い
か
な
る
者
で
あ
っ
て
も
そ
の
情
報
に
関
す
る
第
四
修
正
の
保
護
を
与
え
ら
れ
な
い
と
す
る
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
司
法
の
知
恵
」
で
あ
る
と
要
約
す

（
（5
（

る
。

　

こ
の
第
三
者
原
理
は
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
お
い
て
は
、
特
に
問
題
で
あ
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す

（
（5
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、

人
び
と
に
関
す
る
情
報
が
よ
り
多
く
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
や
り
取
り
さ
れ
、
よ
り
多
く
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
情
報
は
そ
れ
だ
け
第
三
者
の
手
中
に
収
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
も
し
第
三
者
原
理
を
そ

の
ま
ま
こ
の
問
題
に
適
用
し
て
し
ま
う
と
、
わ
れ
わ
れ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
ル
・
ト
ー
マ
ス
・
デ
ブ
リ
ー
ス
（W

ill T
hom

as D
eV

ries

）
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
と
っ
て
の
デ

ジ
タ
ル
革
命
の
鍵
と
な
る
特
徴
の
一
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
で
保
存
さ
れ
、
特
定
の
個
人
に
リ
ン
ク
さ
れ

る
た
め
に
、「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
深
刻
か
つ
広
汎
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
の
一
つ
の
領
域
の
拡
張
で
は
問
題
を
適
切
に

処
理
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
行
の
枠
組
み
の
み
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
上
及
び
法
律
上
の
地
位
を
も
進
化
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
す

（
（5
（

る
。

二
─
二　

公
私
（
国
家
と
市
場
）
の
領
域
の
曖
昧
化

　

次
に
、
②
の
公
私
（
国
家
と
市
場
）
の
領
域
の
曖
昧
化
に
つ
い
て
は
、
情
報
産
業
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題
に
お
い
て
は
、
公
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的
機
関
も
私
企
業
も
と
も
に
多
角
的
な
情
報
の
利
活
用
を
行
い
つ
つ
あ
り
、互
い
の
間
を
情
報
が
流
通
し
う
る
た
め
、も
は
や「
公
」（public

）

─
─
「
政
府
」
と
同
義
─
─
と
、「
私
」（private

）
─
─
「
政
府
以
外
の
も
の
」
─
─
二
つ
の
領
域
の
曖
昧
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す

（
（5
（

る
。
彼
に
よ
る
と
、
こ
の
現
象
は
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
（cyberspace

）
の
出
現
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
お
り
、
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

社
会
保
障
番
号
（social security num

ber, SSN

）、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（cybersecurity

）
の
三
分
野
で
顕
著
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
う
ち
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、「
民
間
企
業
は
、
政
府
が
行
っ
て
き
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
行
為
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
現
状
で
は
法
の
制
限
も
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
す

（
（5
（

る
。
消
費
者
の
行
動
に
関
す
る
情
報
を
集
め

て
い
る
企
業
に
は
、単
に
彼
ら
の
サ
イ
ト
を
訪
れ
る
ユ
ー
ザ
の
行
動
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
環
と
し
て
追
跡
す
る
企
業
と
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー

ザ
の
投
影
を
作
成
し
、
彼
ら
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
の
フ
ァ
イ
ル
を
保
持
す
る
こ
と
を
主
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
商
が
あ

る
が
、
後
者
は
誰
で
あ
れ
対
価
を
支
払
う
も
の
に
対
し
て
情
報
を
売

（
（5
（

る
こ
と
を
業
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
が
、
企
業
が
収
集
し
た

情
報
を
政
府
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

（
（5
（

る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、「
公
私
の
領
域
の
間
の
区
別
は
、
な
お
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
熟
慮
や
政
策
を

系
統
立
て
る
主
要
な
方
法
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
か
」と
問

（
（6
（

う
。
そ
の
た
め
、問
題
解
決
に
は
従
来
の
枠
組
は
役
に
立
た
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
、第
三
の
領
域
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
い
し
市
民
社
会
（
＝
様
々
な
中
間
的
組
織
）
と
そ
の
社
会
運
動
が
肝
要
で
あ
る
と
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
三
つ
の
問
題
領
域
で
公
私
の
曖
昧
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
こ
の
よ

う
な
問
題
設
定
に
批
判
的
な
者
も
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
、
五
人
の
見
解
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
ラ
ン
ト
・
マ
コ
ー

ネ
ル
（Grant M

cConnell

）、
Ｅ
・
Ｅ
・
シ
ャ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（E.E.Schattschneider

）、
Ｃ
・
ラ
イ
ト
・
ミ
ル
ズ
（C. W

right 

M
ills

）、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ウ
ィ
（T

heodore Low
i

）、
マ
ン
サ
ー
・
オ
ル
ソ
ン
（M

ancur O
lson

）
ら
の
見
解
で
あ
る
。

　

ま
ず
マ
コ
ー
ネ
ル
は
、徐
々
に
絡
ま
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
の
私
と
公
の
領
域
の
変
化
と
い
う
観
点
を
そ
も
そ
も
採
用
し
な
い
。
反
対
に
、
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彼
は
、
公
の
権
力
が
弱
く
な
り
分
散
化
し
て
い
っ
て
い
る
一
方
で
、
私
の
権
力
が
強
く
な
り
中
央
化
し
て
い
る
と
考
え

（
（6
（

る
。

　

つ
ぎ
に
、
シ
ャ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
私
と
公
の
衝
突
を
並
行
的
な
も
の
と
み
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
こ
の
衝
突
が
私
の
領
域
に

起
源
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
私
が
公
と
な
る
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
と
い
え

（
（6
（

る
。

　

そ
し
て
、
ミ
ル
ズ
は
、
政
治
（
公
）
と
経
済
（
私
）
の
権
力
の
収
束
、
す
な
わ
ち
、
ふ
た
つ
の
パ
ワ
ー
エ
リ
ー
ト
が
一
つ
と
な
る
過
程
を

検
討
す

（
（6
（

る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
「
軍
産
複
合
体
」
の
語
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ロ
ー
ウ
ィ
と
オ
ル
ソ
ン
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
領
域
を
利
益
団
体
が
架
橋
し
て
お
り
、
そ
れ
が
双
方
の
領
域
が
絡
ま
る
影
響
力
と

な
っ
て
い
る
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す

（
（6
（

る
。

　

こ
れ
ら
の
見
解
で
は
、
と
く
に
ミ
ル
ズ
の
そ
れ
に
顕
著
だ
が
、
な
お
公
と
私
の
領
域
が
別
の
も
の
で
あ
り
、
一
方
が
他
方
に
大
き
な
影
響

力
を
与
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
措
定
し
て
い
る
こ
と
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
見
逃
さ
な

（
（6
（

い
。

　

以
上
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、こ
れ
ら
の
事
象
で
鮮
明
に
な
っ
て
い
る「
社
会
的
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
力
」が
、「
公
」

か
「
私
」
ど
ち
ら
か
一
方
の
領
域
に
お
い
て
生
じ
、
そ
の
力
が
他
方
へ
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
想
定
は
間
違
っ
て
い
る
と
す

（
（6
（

る
。
そ
う

で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
領
域
は
サ
イ
バ
ー
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て
深
刻
な
ま
で
に
「
絡
ま
り
あ
い
」（interw

ined

）、
相
互
に
影
響

し
合
う
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
別
領
域
で
は
あ
る
も
の
の
、
あ
た
か
も
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
そ
の
た
め
、「
公
」
と
「
私
」
の
区
別
を
超
え
た
複
眼
的
な
視
野
か
ら
の
議
論
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

二
─
三　

リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
依
拠
す
る
個
人
の
自
己
像
を
ふ
ま
え
る
必
要
性

　

そ
し
て
、
③
の
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
依
拠
す
る
個
人
の
自
己
像
を
ふ
ま
え
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、「
個
人
主
義
的

な『
強
い
』自
己
像
」や「
消
費
活
動
等
に
お
け
る
恣
意
的
な
選
好
」の
想
定
は
現
実
的
で
は
な
い
と
す
る
。
個
人
は
社
会
に
構
造
化
さ
れ
、様
々
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な
選
好
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
同
決
定
的
な
影
響
を
受
け
て
い

（
（6
（

る
。
ま
た
、
消
費
者
を
、
自
身
の
最
善
の
利
益
と
個
人
の
選
好
と
入
手
で
き

る
情
報
に
則
し
て
決
定
す
る
合
理
的
な
行
為
者
で
あ
る
と
す
る
こ
の
考
え
の
仮
定
は
、
行
動
経
済
学
者
に
よ
っ
て
合
理
的
な
疑
い
以
上
の
反

証
が
挙
げ
ら
れ
て
い

（
（6
（

る
。
そ
の
た
め
本
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
個
人
と
社
会
の
関
係
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
社
会
に
は
個
人
の
自
律
と
社
会
の
秩
序
が
と
も
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の
適
度
な
バ
ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
と
す

（
（6
（

る
。

　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
想
定
す
る
秩
序
と
自
律
と
の
間
に
見
ら
れ
る
特
有
の
関
係
は
、
わ
れ
わ
れ
が
よ
く
知
っ
て
い
る
大
半
の
事
例
と
は
異
な

る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
ゼ
ロ
サ
ム
関
係
─
─
つ
ま
り
、
社
会
の
秩
序
が
強
ま
れ
ば
強
ま
る
ほ
ど
、
そ
の
分
自
律
が
少
な
く
な
る
、
あ
る
い
は
そ

の
逆
に
な
る
、
と
い
う
関
係
で
は
な
い
。
ま
た
、
ゼ
ロ
プ
ラ
ス
関
係
─
─
つ
ま
り
、
諸
々
の
要
因
が
互
い
に
補
完
し
あ
う
関
係
の
一
つ
で
も

な
い
。

　

リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
的
な
社
会
の
基
礎
に
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
見
出
す
の
は
、次
の
よ
う
な
関
係
で
あ

（
（7
（

る
。
つ
ま
り
、社
会
に
は
、

二
つ
の
構
成
物
の
結
合
が
─
─
あ
る
程
度
ま
で
は
─
─
お
互
い
を
高
め
合
う
と
い
う
関
係
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
一
方
が
優
勢
な
場
合
、
そ

の
直
接
的
な
効
果
と
し
て
他
方
も
強
く
な
る
。
こ
れ
が
ま
さ
に
共
生
的
な
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
よ
り
強
く
な
る
と
、

他
方
は
弱
体
化
し
始
め
、
二
つ
の
構
成
物
の
働
き
が
相
互
に
反
目
す
る
よ
う
に
転
換
す
る
。

　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
こ
の
関
係
を
、「
逆
転
共

（
（7
（

生
」（inverting sym

biosis

）
と
名
付
け
て
い
る
。
こ
れ
が
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
タ
リ
ア
ン
社
会
の
二
つ
の
構
成
物
、
す
な
わ
ち
秩
序
を
も
た
ら
す
も
の
と
自
律
を
生
み
出
す
も
の
と
の
関
係
で
あ
る
。
で
は
、
秩
序
と
自

律
と
が
バ
ラ
ン
ス
状
態
に
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
社
会
は
ま
す
ま
す
高
レ
ベ
ル
で
秩
序
と
自
律
の
状
態
を
達
成
で
き
る
の
か
。
逆
転
共
生
が
示

唆
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
高
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
双
方
が
互
い
に
矛
盾
し
て
く
る
の
は
ど
う
し
て
も
防
げ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
個
人
の
自
律
に
つ
い
て
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
い
う
善
き
社
会
が
要
求
す
る
見
方
は
、
一
般
の
も
の
と
は
少
し
異
な
る
。
普
通
、
各

個
人
は
自
由
を
愛
し
、自
律
と
い
う
美
徳
を
保
持
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
し
か
し
、善
き
社
会
は
自
律
を
単
に
そ
う
し
た
「
個
人
の
美
徳
」
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（
14
）
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
私
法
上
及
び
憲
法
上
の
判
例
・
学
説
を
詳
細
に
検
討
し
た
論
考
と
し
て
、
新
保
史
生
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権

利
の
生
成
と
展
開
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
〇
）
が
あ
る
。
ま
た
、
近
時
の
判
例
法
理
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
大
林
啓
吾
「
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
法
理
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
第
二
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
）
一
五
七
頁
以
下
。

（
15
）
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
判
決
と
し
て
、
英
国
の
も
の
で
は
あ
る
が
、Gee v. Pritchard,36 Eng. Rep. 670 (1818).

（
16
）Jo

h
n L

o
ck

e, S
eco

n
d T

rea
t

ise o
f G

o
v

ern
m

en
t 

§27 (T
hom

as P. Peardon ed., 1952)(1690). 

邦
訳
と
し
て
、例
え
ば
、ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ

ク
（
著
）、
加
藤
節
（
訳
）『
完
訳　

統
治
二
論
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
〇
）。
ロ
ッ
ク
の
労
働
所
有
理
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
日
本
の
近
時
の

文
献
と
し
て
は
、例
え
ば
、森
村
進
『
財
産
権
の
理
論
』（
有
斐
閣
、一
九
九
五
）
一
六
六
頁
以
下
、同
『
ロ
ッ
ク
所
有
権
論
の
再
生
』（
有
斐
閣
、

一
九
九
七
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
17
）
こ
の
よ
う
な
見
解
に
立
つ
代
表
的
な
論
者
と
し
て
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
代
表
的
な
著
作
と
し
て
、J. S. M

ill, O
n 

L
ibert

y (London:Longm
ans, Green, Reader and D

yer, 5th ed., 1874). 

邦
訳
と
し
て
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（
著
）、
斎
藤
悦
則
（
訳
）『
自

由
論
』（
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
、
二
〇
一
二
）。

（
18
）A

m
it

a
i E

t
zio

n
i, T

h
e L

im
it

s o
f P

riv
a

cy 189 (Basic Books, 1999).

（
19
）Sam

uel D
.W

arren &
 Louis D

. Brandeis, T
he Right to Privacy, 4 H

A
RV

. L. REV
. 196 (1890).

（
20
）
こ
の
点
、
近
時
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
観
を
相
対
化
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
宮
下
紘
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、「『
独
り
に
し
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
』
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
他
者
と
の
関
係
を
遮
断
す
る
た
め
の
隠
匿
や
撤
退
と
い

う
言
葉
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、『
人
間
の
精
神
性
、
感
情
、
そ
し
て
知
性
』
と
「
品
格
」
は
、
共
同
体
の
中
の
自
ら
の
存
在
と

本
質
的
属
性
の
会
得
と
反
芻
の
過
程
に
お
い
て
、
自
我
を
造
形
し
、
解
釈
し
、
発
展
さ
せ
、
そ
し
て
表
現
す
る
た
め
の
概
念
で
あ
り
、
ひ
い
て

は
そ
れ
が
『
公
開
の
義
務
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を
前
提
と
し
た
民
主
制
の
維
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と
発
展
に
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可
欠
な
理
念
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あ
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り
、「
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
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プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
か

と
は
看
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な
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。
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
個
人
や
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
の
特
定
の
価
値
や
ニ
ー
ズ
や
好
み
を
表
現
で
き
る
機
会
と
正
当
性
が
、
社

会
の
中
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

（
（7
（

る
。
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か
る
概
念
と
理
念
を
内
包
し
て
い
る
」
と
い
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宮
下
・
前
掲
書
注
（
13
）
五
二
頁
）。
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味
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研
究
で
あ
る
が
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こ
で
は
、「
ほ
う
っ

て
お
い
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も
ら
う
権
利
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「
古
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的
な
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理
解
を
前
提
と
し
て
論
じ
て
い
く
。

（
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収
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。
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収
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憲
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〇
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れ
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た
と
え
ば
、
チ
ョ
イ
ス
ポ
イ
ン
ト
（Choicepoint

）
社
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
人
の
情
報
を
収
集
し
て
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る
企
業
だ
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司
法

省
（
を
通
じ
て
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）、
麻
薬
取
締
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Ｅ
Ａ
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内
国
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入
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Ｒ
Ｓ
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市
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入
国
管
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Ｃ
Ｉ
Ｓ
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含
む
政
府
機
関
と
、
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な
く
と
も
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取
引
し
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と
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し
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い
る
。See, Jay Stanley, T

he Surveillance-Industrial Com
plex: H

ow
 the 

A
m

erican Governm
ent is Conscripting Businesses and Individuals in the Construction of a Surveillance, A

CLU
 (A

ug. 
2004), http://w

w
w

.aclu.org/FilesPD
Fs/surveillance_report.pdf (last visited D

ec. 25, 2015) at 26.).

　
　
　

そ
の
他
に
も
、
商
業
的
デ
ー
タ
・
バ
ン
ク
は
日
常
的
に
金
融
情
報
等
の
個
人
に
関
す
る
背
景
知
識
を
当
局
に
提
供
し
て
い
る
と
い
う
。See, 

Christopher H
oofnagle, Big Brother’s Little H

elpers: H
ow

 Choice Point and O
ther Com

m
ercial D

ata Brokers Collect, 
Process, and Package Y

our D
ata for Law

 Enforcem
ent, 29 N

.C. ILJ (Sum
m

er 2003) 595.

　
　
　

ま
た
、
連
邦
政
府
は
、
個
人
の
「
犯
罪
歴
、
写
真
、
財
産
の
所
有
、
社
会
保
障
番
号
、
住
所
、
破
産
歴
、
家
族
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
情
報
」

を
含
む
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
の
た
め
に
、
民
間
の
デ
ー
タ
・
マ
イ
ナ
ー
に
一
千
二
百
万
ド
ル
の
出
資
を
し
て
い
る
と
い
う
（D

a
n

iel J. 
S

o
lo

v
e, T

h
e D

igit
a

l P
erso

n 170 (N
y

u Press, 2004)

）。

（
60
）Etzioni, supra note 56, at 52.
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（
61
）G

ra
n

t M
cC

o
n

n
ell, P

riv
a

t
e P

o
w

er a
n

d A
m

erica
n D

em
o

cra
cy (K

nopf, 1966).
（
62
）E.E.S

ch
a

t
t

sch
n

eid
er, T

h
e S

em
i-S

o
v

ereign P
eo

ple: A
 R

ea
list’s V

iew o
f A

m
erica (H

olt, Rinehart, and W
inston, 1960). 

邦
訳

と
し
て
、
Ｅ
・
Ｅ
・
シ
ャ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（
著
）、
内
山
秀
夫
（
訳
）『
半
主
権
人
民
』（
而
立
書
房
、
一
九
七
二
）。

（
63
）C. W

righ
t M

ills, T
h

e P
o

w
er E

lit
e N

ew E
d

it
io

n (O
xford U

niversity Press, 2000). 

邦
訳
と
し
て
、
Ｃ
・
Ｗ
・
ミ
ル
ズ
（
著
）、

鵜
飼
信
成
、
綿
貫
譲
治
（
訳
）『
パ
ワ
ー
エ
リ
ー
ト
（
上
）（
下
）』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
八
）。

（
64
）T

h
eo

d
o

re L
o

w
i, T

h
e E

n
d o

f L
ibera

lism (N
orton, 2d ed. 1979); M

a
n

cu
r O

lso
n, T

h
e R

ise a
n

d D
eclin

e o
f N

a
t

io
n (Y

ale 
U

niversity Press, 1982). 

邦
訳
と
し
て
、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ウ
ィ
（
著
）、
村
松
岐
夫
（
監
訳
）『
自
由
主
義
の
終
焉
─
─
現
代
政
府
の
問
題
性
』

（
木
鐸
社
、
一
九
八
一
）、
マ
ン
サ
ー
・
オ
ル
ソ
ン
（
著
）、
加
藤
寛
（
訳
）『
国
家
興
亡
論
─
─
「
集
合
行
為
論
」
か
ら
み
た
盛
衰
の
科
学
』（
Ｐ

Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
一
九
九
一
）。

（
65
）Etzioni, supra note 56, at 46.

（
66
）Id. at 47.

（
67
）
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
（
著
）、
永
安
（
監
訳
）・
前
掲
注
（
10
）
四
三
頁
。

（
68
）
こ
の
点
に
関
す
る
更
な
る
議
論
は
、
以
下
を
参
照
。D

a
n A

riely, P
red

ict
a

bly Irra
t

io
n

a
l: t

h
e H

idd


en F
o

rces T
h

a
t S

h
a

pe O
u

r 
D

ecisio
n

s 243 (H
arper Collins, 2008).

（
69
）
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
（
著
）、
永
安
（
監
訳
）・
前
掲
注
（
10
）
六
四
頁
。

（
70
）
同
前
、
六
六
頁
。

（
71
）
こ
の
用
語
の
翻
訳
は
、
永
安
（
監
訳
）
前
掲
注
（
10
）
の
翻
訳
を
参
照
し
て
い
る
。
同
書
の
訳
注
（
六
六
頁
）
に
よ
る
と
、
逆
転
共
生
は
「
エ

ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
バ
ラ
ン
ス
思
考
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
持
ち
、そ
の
『
中
道
』
思
想
を
支
え
る
。
逆
転
共
生
は
、エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
生
態
系
）

に
お
け
る
異
種
の
相
互
関
係
の
一
変
形
と
看
做
せ
る
。
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
は
、
協
力
、
寄
生
、
捕
食
、
競
争
、
無
関
係
（
独
立
）
と
い
っ
た
相

互
関
係
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
」
り
、
協
力
が
途
中
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
相
互
に
促
進
し
あ
い
、
そ
の
点
を
超
え
る
と
打
ち
消
し
あ
う
方
に
転
じ
る
と

い
う
逆
転
共
生
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
少
し
詳
し
い
書
物
だ
と
書
い
て
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
72
）
同
上
、
四
六
頁
。
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第
二
款　

リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
解
の
あ
り
方

　

前
款
で
検
討
し
た
判
例
の
展
開
や
問
題
意
識
を
前
提
に
し
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
次
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
解
を
示
す
。
ま
ず
、
ア

メ
リ
カ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
判
例
に
つ
い
て
、
一
八
九
〇
年
代
は
全
体
が
強
す
ぎ
た
た
め
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
が
誕
生
し
た
が
、

時
代
が
下
が
っ
て
一
九
八
〇
年
代
に
は
個
が
強
く
な
り
す
ぎ
た
と
し
、
そ
の
間
の
一
九
六
〇
年
代
の
諸
判
決
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
解
の
範
と

す
る
。
次
に
、
こ
の
時
期
の
第
四
修
正
に
関
す
る
判
決
に
あ
ら
わ
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
批
判
的
に
検
討
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
、「
詮

策
の
免
除
に
関
す
る
社
会
的
認
可
（societal license

）
を
受
け
た
領
域
」
と
し
て
の
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」（privacy

）
と
、「
規
制
の
撤
廃
、

学
校
の
選
択
、
生
殖
に
関
す
る
選
択
等
」
の
「
私
的
選
択
」（private choice

）
に
分
類
し
、
前
者
の
過
剰
保
護
を
控
え
て
共
通
善
（
単
な

る
国
家
や
市
場
の
利
益
で
は
な
く
わ
れ
わ
れ
の
、
と
い
う
意
味
で
の
、
公
共
の
安
全
や
公
衆
衛
生
）
を
達
成
し
つ
つ
も
、
後
者
の
抑
圧
を
回

避
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
比
較
衡
量
さ
れ
る
共
通
善
に
関
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
考

え
を
お
さ
え
る
こ
と
と
す
る
。

一　

共
通
善
と
は

　

リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
立
場
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
調
整
さ
れ
る
べ
き
、
社
会
に
共
有
さ
れ
る

価
値
と
は
い
っ
た
い
い
か
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
こ
の
共
通
善
（com

m
on good

─
─
ま
た
、public interest

や
、

public goods

と
も
。
こ
れ
ら
全
て
が
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
に
と
っ
て
は
同
様
の
共
通
善
を
意
味
す
る
）
を
、「
あ
る
所
与
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

そ
の
組
織
の
全
て
の
メ
ン
バ
ー
に
寄
与
す
る
よ
う
な
善
の
集
合
の
こ
と
」
を
い
い
、「
あ
る
識
別
で
き
る
特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
寄
与
す
る
わ

け
で
は
な
い
善
」
や
、「
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
世
代
に
寄
与
す
る
善
」
を
も
含
む
も
の
と
位
置
づ
け

（
（7
（

る
。
で
は
、そ
の
よ
う
な
共
通
善
と
は
、
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具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
利
益
で
あ
ろ
う
か
。

一
─
一　

公
共
の
安
全
に
関
す
る
判
例
と
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
方
向
性

　

ア
メ
リ
カ
の
こ
れ
ま
で
の
裁
判
所
の
判
断
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
、
共
通
善
に
奉
仕
す
る
と
し
て
個
人
の
権
利
の
領
域
に
多
様
な
介
入
を

認
め
る
、「
公
共
の
安
全
」（public safety

）
の
広
範
な
理
解
が
有
る
こ
と
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
指
摘
す

（
（7
（

る
。

　

こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
「
公
共
の
安
全
」
の
最
も
基
本
的
な
要
素
は
、「
法
と
秩
序
の
擁
護
」（upholding law

 and order

）、「
犯
罪
の
抑

止
と
予
防
」（the deterrence and prevent of crim
e

）
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、「
公
共
の
安
全
」
の
第
二
の
要
素
は
、「
不
慮
の
死

や
負
傷
の
予
防
」（preventing accidental death and injury

）
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
ラ
ン
ダ
ム
の
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
を
列
車

の
従
業
員
に
課
す
こ
と
を
、
列
車
事
故
の
度
重
な
る
発
生
と
い
う
時
流
の
さ
な
か
で
認
め

（
（7
（

た
。
同
様
に
、
飲
酒
運
転
の
結
果
生
じ
る
自
動
車

の
死
亡
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
高
速
道
路
で
ラ
ン
ダ
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
る
こ
と
を
も
認
め
て
い

（
（7
（

る
。
そ
し
て
第
三
の
要

素
と
し
て
、「
公
衆
衛
生
」（public health

）
の
促
進
が
挙
げ
ら
れ
る
。
裁
判
所
は
、
天
然
痘
の
根
絶
と
い
う
公
共
の
利
益
は
義
務
的
な
予

防
接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
正
当
化
す
る
と

（
（7
（

し
、
職
業
安
全
衛
生
法
（O

ccupational Safety H
ealth A

ct, O
SH

A

）
上
の
調
査
の
た
め
の
捜

索
令
状
に
は
、
刑
法
上
の
意
味
で
の
「
相
当
の
根
拠
」
は
求
め
ら
れ
な
い
と
し
た
の

（
（7
（

だ
。

　

ま
た
、「
公
共
の
安
全
」
の
ほ
か
の
要
素
と
し
て
、「
国
家
安
全
保
障
」（national security

）
や
「
対
テ
ロ
リ
ズ
ム
活
動
」

（counterterrorism

）
が
挙
げ
ら
れ
る
と
し
つ
つ
も
、
し
か
し
こ
の
要
素
は
他
の
要
素
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は

こ
こ
で
は
「
公
共
の
安
全
」
の
要
素
に
含
ま
な

（
（7
（

い
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
領
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
引
き
出
す
か
の
決
定
に
際
し
、
裁
判
所
が
本
問
題
で
し
ば
し
ば

第
四
修
正
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
着
目
す
る
。
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な
ぜ
な
ら
、「
不
合
理
な
」（unreasonable

）
捜
索
と
押
収
の
み
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、第
四
修
正
は
明
ら
か
に
、「
公
共
の
安
全
」

を
促
進
す
る
た
め
の
令
状
や
相
当
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
典
型
と
し
て
の
、
合
理
的
な
捜
索
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
存
在
を
認
め

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
個
人
の
権
利
と
共
通
善
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
考
え
に
反
対
す
る
も
の
を
あ
る
い
は
無
視

（
（8
（

し
、
裁
判
所
は
、
捜
索
が
合
理
的
か

ど
う
か
を
「
競
合
す
る
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
通
し
て
決
定
す
る
。
こ
の
「
競
合
す
る
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
」
は
、
裁
判
所
が
第
四
修
正
の
鍵

と
な
る
原
則
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ

（
（8
（

る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
「
個
人
の
第
四
修
正
の
利
益
に
対
す
る
侵
入
の
特
性
と
性
質
」
と
「
侵

入
の
正
当
化
を
主
張
す
る
政
府
の
利
益
の
重
要
性
」
を
比
較
し
、「
あ
る
種
類
の
捜
索
や
押
収
が
正
当
化
さ
れ
る
環
境
が
全
体
と
し
て
あ
っ

た
か
ど
う

（
（8
（

か
」
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
第
四
修
正
は
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
「
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て
卓
越
し
て
い
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
評
価

す
（
（8
（

る
。

　

こ
の
個
人
の
権
利
と
共
通
善
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
追
究
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
的
根
拠
を
持
つ
様
々
な
基
準
を
使
っ
て

い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
本
稿
で
検
討
し
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
い
し
そ
の
期
待
な
の
で
あ

（
（8
（

る
。

一
─
二　

共
通
善
に
関
す
る
議
論

　

一
方
で
、
多
く
の
経
済
学
者
に
と
っ
て
、
共
通
善
と
は
個
人
の
善
の
集
合
の
こ
と
を
指
す
。
そ
し
て
そ
の
善
と
は
経
済
的
取
引
が
成
長
す

る
こ
と
を
い
う
の
で
、
し
い
て
「
共
通
善
の
促
進
」
と
い
う
も
の
を
別
個
に
観
念
し
な
く
て
も
、
全
体
と
し
て
経
済
が
成
長
す
る
か
ど
う
か

判
断
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
、「
共
通
善
」
と
い
う
用
語
を
よ
く
批
判
す
る
。

　

そ
の
よ
う
な
批
判
の
中
に
、
端
的
に
そ
の
よ
う
な
も
の
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ア
イ
ン
・
ラ
ン
ド
（A

yn 
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Rand
）
は
、「『
公
共
』（the public

）
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、単
に
多
数
の
個
人
な
の
で
あ
っ
て
、個
人
の
利
益
や
権
利
に
共
通
善
（public 

interest
）
が
と
っ
て
か
わ
る
と
い
う
考
え
は
、
た
だ
ひ
と
つ
の
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
個
人
た
ち
の
利
益
や

権
利
が
そ
の
他
の
者
の
利
益
や
権
利
に
優
先
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
と
痛
烈
に
批
判
す

（
（8
（

る
。

　

対
照
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
は
、
共
通
善
は
「
個
人
の
善
の
総
和
以
上
の
も
の
を
包
含
す
る
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い

（
（8
（

る
。
さ
ら

に
い
え
ば
、
共
通
善
へ
の
貢
献
は
し
ば
し
ば
即
座
の
配
当
や
利
益
を
提
供
し
な
い
し
、
長
期
的
に
見
た
と
き
に
、
誰
が
そ
の
受
益
者
と
な
る

の
か
予
見
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
も
い
う
。
は
た
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
共
通
善
に
注
力
す
る
の
は
、
そ
れ
が
必
ず
彼
等
の

利
益
に
な
る
か
ら
で
は
な
く
、
共
通
善
を
促
進
し
、
奉
仕
す
る
こ
と
が
、
善
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
者
も
い

（
（8
（

る
。
こ

の
よ
う
な
献
身
の
性
質
は
、
共
通
善
へ
の
奉
仕
が
個
人
へ
の
コ
ス
ト
や
、
と
り
わ
け
国
の
た
め
に
戦
う
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
伴
う
と
き
に
明

ら
か
と
な
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
指
摘
す

（
（8
（

る
。

　

し
か
し
他
方
で
経
済
学
者
は
、
市
場
が
社
会
全
体
の
利
益
と
な
る
「
公
共
財
」（public goods

）
を
提
供
す
る
の
に
失
敗
し
、
政
府
が

こ
れ
ら
の
善
を
合
法
的
に
促
進
す
る
状
況
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
の
よ
う
な
公
共
財
と
は
、
国
防
、
基
礎
研
究
、
そ
し
て
公
衆
衛
生
で

あ
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
い
え
ば
、
水
道
水
へ
の
フ
ッ
素
注
入
や
、
予
防
接
種
が
挙
げ
ら
れ

（
（8
（

る
。
こ
れ
は
（
裁
判
所
及
び
）
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ

の
想
定
す
る
共
通
善
に
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
経
済
学
の
想
定
に
同
意
す
る
政
治
学
者
（political scientists

）
は
、
共
通
善
（public interest

）

の
概
念
の
必
要
性
を
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
な

（
（9
（

い
。
こ
の
よ
う
な
政
治
学
者
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
民
主
主
義
に
お
い
て
は
、
個
人
の
選
好
を
明
ら
か

に
し
、こ
れ
を
導
く
利
益
集
団
間
の
競
争
が
、全
体
の
幸
福（general w

elfare
）を
最
大
化
す
る
公
共
政
策
の
も
と
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
す
る
批
判
者
は
、
富
、
権
力
、
そ
し
て
社
会
的
地
位
の
不
一
致
が
、
様
々
な
集
団
が
政
府
に
対
し
て
行
使
す
る

手
段
の
影
響
力
の
違
い
を
許
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、公
共
政
策
─
─
と
く
に
利
益
集
団
政
治
に
基
づ
く
そ
れ
─
─
は
、
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共
通
善
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
力
の
あ
る
集
団
の
利
益
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
る
の

（
（9
（

だ
。

　

ま
た
、
左
派
か
ら
の
共
通
善
へ
の
批
判
と
し
て
は
、「
こ
の
概
念
は
経
済
的
利
益
や
政
治
的
権
力
に
関
す
る
階
級
差
を
ひ
た
隠
し
、
恵
ま

れ
な
い
立
場
に
あ
る
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
要
求
を
行
う
こ
と
を
諦
め
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
概
念
の
濫
用
の
事
実
は
、
必
ず
し
も
そ
こ
に
大
き
な
利
益
が
生
み
出
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
つ
ま
り
恵
ま
れ
な

い
立
場
に
あ
る
者
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
再
批
判
す

（
（9
（

る
。
こ
れ
は
ロ
ー
ル
ズ
の
格
差
原
理
─
─
社
会
で

最
も
恵
ま
れ
な
い
者
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
差
別
で
あ
れ
ば
許
さ
れ
う
る
と
す
る
考
え
─
─
を
念
頭
に
置
い
た
反
論
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

最
後
に
、
何
人
か
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
、
特
に
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
（M

ichael J. Sandel

）
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

テ
イ
ラ
ー
（Charles M

argrave T
aylor

）
は
、
共
通
善
の
概
念
を
、「
社
会
の
レ
ベ
ル
で
つ
く
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
な
い
、
な
ぜ

な
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
」
こ
の
問
題
で
は
中
立
で
は
「
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
主
張
す

（
（9
（

る
。
さ
ら
に
、そ
の
観
点
か
ら
は
、善
の
「
社

会
的
な
公
式
化
」
が
な
い
限
り
、
個
人
と
集
団
の
間
の
衝
突
を
解
決
す
る
た
め
の
規
範
的
な
基
礎
は
存
在
し
え
な
い
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
、
所
与
の
価
値
が
所
与
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
通
善
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
は
、
あ
る
社
会
の
全
て
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の

こ
と
に
同
意
し
、
彼
等
が
皆
そ
の
命
令
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
理
解
す

（
（9
（

る
。
た
だ
、
そ
の
価
値
が
共
通

善
と
し
て
大
多
数
の
者
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
該
価
値
が
法
や
他
の
制
度
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
る
に
は
十
分
な
理
由
と
な
る
。
し

か
し
一
方
で
、
た
し
か
に
共
通
善
は
国
家
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
り
強
制
さ
れ
た
り
も
し
得
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
全
て
に
当
て
は
ま
る

事
実
で
は
な
い
。
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
核
と
な
る
価
値
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
、
ピ
ア･

プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
（
友
人
や
同
僚
か
ら
の
お
勧
め
や
、
環
境
・
雰
囲
気
に
基
づ
く
事
実
上
の
行
動
促
進
等
）
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
と
い

（
（9
（

う
。
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そ
こ
で
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
に
と
っ
て
特
に
重
要
と
な
る
の
は
、
共
通
善
は
、
善
（goods

）
よ
り
も
む
し
ろ
共
通
（com

m
on

）
に
強
調
を

お
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
あ
る
価
値
が
広
く
共
有
さ
れ
構
造
化
さ

れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
あ
る
特
定
の
倫
理
学
者
が
そ
れ
を
道
徳
的
に
善
い
と
い
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

た
と
え
ば
、
あ
る
社
会
が
政
治
の
発
展
よ
り
も
経
済
的
発
展
を
優
先
す
る
も
の
と
し
て
共
通
善
を
定
義
し
た
り
、
あ
る
い
は
あ
る
特
定
の
宗

教
を
固
守
す
る
こ
と
を
共
通
善
と
定
義
し
た
と
考
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
多
く
の
者
は
こ
の
よ
う
な
社
会
を
善
い
社
会
だ
と
は
看
做
さ
な
い
だ

ろ
う
、
し
か
し
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
ま
さ
に
そ
の
所
与
の
社
会
で
は
そ
の
共
通
善
と
し
て
、
そ
れ
が
「
善
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
必
ず
し
も
軽
視
は
し
な

（
（9
（

い
。

　

ま
た
、
幾
人
か
の
研
究
者
は
、
権
利
と
共
通
善
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
強
行
に
反
対
し
て
い

（
（9
（

る
。
彼
等
は
、
権
利
は
共
通

善
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
二
つ
の
善
の
衝
突
の
ゆ
え
に
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
間
違
っ
て
い
る

と
主
張
す

（
（9
（

る
。
ま
た
、
個
人
の
権
利
の
強
力
な
保
護
は
そ
れ
自
体
が
公
共
の
利
益
に
優
越
す
る
と
信
じ
る
者
も
い
る
。
前
者
の
立
場
に
含
ま

れ
る
も
の
と
し
て
、
ソ
ロ
ブ
は
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
を
批
判
す
る
。

　

ソ
ロ
ブ
は
ま
ず
、「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
個
人
の
権
利
と
す
る
見
解
で
は
、
な
ぜ
個
人
的
ニ
ー
ズ
が
社
会
的
諸
利

益
に
勝
る
切
り
札
と
な
り
え
る
の
か
正
当
化
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
点
で
正
し

（
（9
（

い
」
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
は
、

個
人
と
社
会
と
を
二
分
法
で
見
る
、
自
分
た
ち
が
批
判
す
る
見
解
と
同
一
の
図
式
に
は
ま
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
彼
ら
は
、
個

人
主
義
が
共
通
善
に
貢
献
す
る
要
素
的
価
値
で
は
な
く
、
共
通
善
と
対
立
す
る
立
場
に
立
つ
反
対

3

3

価
値
で
あ
る
と
考
え
る
点
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
敵
視
す
る
見
解
と
同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
な
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
点
、
共
通
善
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
比
較
考
量
を
批
判
す
る
際
に
、

ソ
ロ
ブ
が
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
逆
転
共
生
と
い
う
発
想
を
度
外
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
点
に
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ

は
必
ず
し
も
ソ
ロ
ブ
が
捉
え
る
よ
う
な
か
た
ち
で
は
個
人
と
社
会
の
関
係
を
捉
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
点
を
留
保
す
る
と
し
て
、
ソ
ロ
ブ
は
さ
ら
に
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
価
値
は
、
こ
れ
が
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
か
を

基
礎
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
ソ
ロ
ブ
に
よ
れ
ば
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
の
に
社
会
の
代
償
を
支
払
う
必
要

は
な
く
、
む
し
ろ
、
人
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
防
衛
す
る
価
値
は
、
そ
の
社
会
的
利
益
に
よ
っ
て
正
当
化
す
べ
き
で
あ
る
と
す

（
（10
（

る
。
ソ
ロ
ブ

に
よ
れ
ば
、
個
人
主
義
は
共
通
善
の
概
念
の
外
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
と

な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
個
人
主
義
が
共
通
善
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
と
、
価
値
の
見
積
も
り
は
、
共
通
善
と
同
一
視
さ
れ
る
も
の
に
偏
る
方
向
に

し
ば
し
ば
歪
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
観
点
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
理
解
す
る
と
、
個
人
の
必
要
や
欲
望
が
社
会
全
体
の
福
祉
に
勝
る
と
い
う
可
能
性
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
た
め
、
社
会
的
諸
利
益
と
の
比
較
衡
量
は
し
ば
し
ば
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
。
こ
の
点
、
ソ
ロ
ブ
は
、「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
確
か
に
個
人
を
保
護
す
る
も
の
だ
が
、
こ
の
事
実
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
個
人
主
義
的
権
利
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
」
と
主
張
す

る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
自
己
の
あ
る
特
定
の
側
面
を
促
進
し
、
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
に
利
益
を
与
え
る
た
め
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
社
会
的
利
益
を
有
す
る
と
理
解
す
れ
ば
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
個
人
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
な
る
し
、
個
々
人
へ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
利
益
と
い
う
点
で
の
み
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
価
値
を
見
積
も
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な

（
（10
（

る
」
と
す
る
。

　

ソ
ロ
ブ
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、「
原
子
論
的
個
人
が
自
然
状
態
で
所
有
し
、
社
会
契
約
を
結
ぶ
た
め
に
犠
牲
に
す
べ
き
何
物
か

で
は
な
」
く
、「
社
会
全
体
内
部
に
お
け
る
権
力
と
自
由
の
構
造
に
対
し
て
根
本
的
効
果
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
」
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
確
立
さ

れ
（
（10
（

る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
私
た
ち
が
生
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
危
険
や
混
乱
か
ら
個
人
を
守

る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
保
護
を
提
供
す
る
た
め
に
、
社
会
的
価
値
を
有
す
る
の
で
あ

（
（10
（

る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
次
の
よ
う
に
自
論
を
展
開
す
る
。

　

ま
ず
、
あ
え
て
共
通
善
を
ひ
と
つ
の
権
利
で
あ
る
と
措
定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
り
、
共
通
善
と
し
て
の
安
全
で
は
な
く
、
そ
れ
を
安
全
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の
た
め
の
権
利
、
生
活
の
た
め
の
権
利
と
捉
え
る
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
再
定
義
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
を
無
効
に
し
た

り
、
取
り
除
い
た
り
は
し
な
い
。
そ
れ
は
単
に
善
と
権
利
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
探
求
を
、
異
な
る
公
共
政
策
や
行
為
規
範
の
命
ず
る
二
つ
の

権
利
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
探
求
に
置
き
換
え
て
い
る
に
過
ぎ
な

（
（10
（

い
。

　

つ
ぎ
に
、
合
衆
国
憲
法
や
世
界
人
権
宣
言
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
多
く
の
共
通
善
が
権
利
と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な

（
（10
（

い
。
そ
こ
に
は
国
立
公
園
の
権
利
も
、
歴
史
保
全
（historical preservation

）
の
権
利
も
、
公
衆
衛
生
の
権
利
も
、
基
礎

研
究
の
権
利
も
定
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
無
論
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
権
利
を
追
加
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
に
認
識
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
れ
ら
の
善
に
対
す
る
規
範
的
な
要
請
を
減
じ
な
い
の
が
最
も
よ
か
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
は
現
状
で
は

「
た
か
が
」
共
通
善
に
「
す
ぎ
な
い
」
の
で
あ
り
、
個
人
の
権
利
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
い

（
（10
（

う
。

　

最
後
で
は
あ
る
が
見
逃
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
共
通
善
（
公
共
財
）
は
個
人
の
権
利
と
し
て
合
理
的
に
定
義
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

（
（10
（

る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
国
立
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
合
衆
国
憲
法
の
原
本
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
明
ら
か

に
共
通
善
（
公
共
財
）
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ

（
（10
（

う
。
そ
の
た
め
、
共
通
善
と
個
人
の
権
利
の
間
に
は
、
あ
く
ま
で
性
質
の
違
い
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
よ
り
、
や
は
り
共
通
善
と
個
人
の
権
利
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す
る
。
こ
の
点
、

権
利
と
共
通
善
の
関
係
一
般
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
権
利
と
捉
え
る
べ
き
か
共
通
善
と
捉
え
る
べ
き
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
ソ
ロ
ブ
の
批
判
に
対
し
充
分
に
応
接
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
点
に
つ
き

ど
う
応
答
す
る
か
と
い
う
の
が
、
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



論　　　説

北法68（5・68）1120

（
73
）A

m
itai Etzioni, T

he Standing of the Public Interest, 20:2 B
a

rry L. R
ev. 192 (2015).

（
74
）Id. at 202.

（
75
）Skinner, Secretary of T

ransportation, et al. v. Railw
ay Labor Executives' A

ssociation et al., 489 U
.S. 602 (1989)

（
76
）M

ichigan D
epartm

ent of State Police, et al., Petitioners v. Rick Sitz, et al., 496 U
.S. 444 (1990)

（
77
）Jacobson v. M

assachusetts, 197 U
.S. 11 (1905)

（
78
）M

arshall, Secretary of Labor, et al. v. Barlow
's, Inc., 436 U

.S. 307 (1978)

（
79
）Etzioni, supra note 73, at 203.

（
80
）Bendix A

utolite Corp. v. M
idw

esco Enterprises, Inc., et al., 486 U
. S. 888 (1988)

（
81
）M

ichigan v. Sum
m

ers, 452 U
.S. 692 (1981)

（
82
）T

ennessee v. Garner et al., 471 U
.S. 1 (1985)

（
83
）Etzioni, supra note 73, at 203.

（
84
）
裁
判
所
は
他
に
も
、
緊
急
事
態
（Exigent Circum

stances

）、
特
別
な
必
要
と
行
政
上
の
捜
索
（Special N

eeds and A
dm

inistrative 
Searches

）、
同
意
（Consent

）、
侵
入
性
（Intrusiveness

）
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。Id. at 202-209.

（
85
）A

yn Rand, T
he Pull Peddlers, in C

a
pit

a
lism: t

h
e U

n
k

n
o

w
n Id

ea
l 167, 170 (1967).

（
86
）
近
時
の
日
本
に
お
け
る
共
通
善
に
関
す
る
論
考
と
し
て
、菊
池
理
夫
『
共
通
善
の
政
治
学
』（
頸
草
書
房
、二
〇
一
一
）。
本
書
は
、「
共
通
善
」

の
語
法
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
い
う
「
共
通
善
」
に
対
す
る
日
本
に
お
け
る
誤
解
を
解
こ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

（
87
）See also, P
h

ilip S
elzn

ick, T
h

e M
o

ra
l C

o
m

m
o

n
w

elt
h: S

o
cia

l T
h

eo
ry a

n
d t

h
e P

ro
m

ise o
f C

o
m

m
u

n
it

y 385 (U
niversity of 

California Press, 1994).

（
88
）Etzioni, supra note 73, at 194-195.

（
89
）D
inesh Sharm

a, A
 V

accine N
ation, 28 H

ea
lt

h A
ff. 590, 590 (2009).

（
90
）W

illiam
 F. Shughart II, Public Choice, in T

h
e C

o
n

cise E
n

cy
clo

ped
ia o

f E
co

n
o

m
ics (O

nline, 2
nd ed., 2008), http://w

w
w

.
econlib.org/library/Enc/PublicChoice. htm

l (last visited D
ec. 9, 2015).



サイバー時代におけるプライバシーの法理論（４）

北法68（5・69）1121

（
91
）M

artin Gilens &
 Benjam

in I. Page, T
esting T

heories of A
m

erican P
olitics: E

lites, Interest G
roups, and A

verage 
Citizens, 12 P

ersp. o
n P

o
l. 564, 576 (2014).

（
92
）Etzioni, supra note 73, at 195.

（
93
）M

ich
a

el J. S
a

n
d

el, Jus
t

ice: W
h

a
t’s t

h
e R

igh
t T

h
in

g t
o D

o 260 (2009); C
h

a
rles T

a
y

lo
r, P

h
ilo

so
ph

ica
l A

rgu
m

en
t

s 190-
191 (1995). 

前
者
の
邦
訳
と
し
て
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
（
著
）、
鬼
澤
忍
（
訳
）『
こ
れ
か
ら
の
「
正
義
」
の
話
を
し
よ
う: 

い
ま
を
生
き

延
び
る
た
め
の
哲
学
』（
早
川
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）、

（
94
）A

m
itai Etzioni, T

he G
ood Society, 1 S

ea
t

t
le J. S

o
c. Jus

t. 83, 89-90 (2003).

（
95
）Etzioni, supra note 73, at 196.

（
96
）Ibid.

（
97
）K

evin P. Q
uinn, Sandel’s Com

m
unitarianism

 and Public D
eliberations over H

ealth Care Policy, 85 G
eo. L. J. 2161, 2182-

2183 (1997).

（
98
）Jack B. Sarno, A

 N
atural Law

 D
efense of Buckley v. V

aleo, 66 F
o

rd
h

a
m. L. R

ev. 2693, 2737 (1998).

（
99
）
ソ
ロ
ー
ヴ
（
著
）、
大
谷
（
訳
）・
前
掲
書
注
（
８
）
一
二
六
頁
。

（
100
）
こ
こ
で
ソ
ロ
ブ
は
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
下
記
論
考
に
依
拠
し
て
い
る
。John D

ew
ey, Liberalism

 and Civil Liberties (1936), in 
11 T

h
e L

a
t

er W
o

rk
s o

f Jo
h

n D
ew

ey (Jo A
nn Boydston ed., 1991)

（
101
）
ソ
ロ
ー
ヴ
（
著
）、
大
谷
（
訳
）・
前
掲
書
注
（
８
）
一
二
七
頁
。

（
102
）
同
前
、
一
二
九
頁
。

（
103
）
同
前
、
一
二
七
頁
。

（
104
）Etzioni, supra note 73, at 196.

（
105
）George A

nastaplo, T
he Constitution at T

w
o H

undred E
xplorations, 22 T

ex. T
ech. L. R

ev. 967, 1095-1996 (1991). See also, 
U

nited N
ation, U

niversal D
eclaration of H

um
an R

ights, http://w
w

w
.un.org/en/universal-declaration-hum

an-rights/ (last 
visited D

ec. 9, 2015).

（
106
）Etzioni, supra note 73, at 197.



論　　　説

北法68（5・70）1122

二　

リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　

自
律
と
秩
序
の
「
逆
転
共
生
」
関
係
を
前
提
に
、以
上
の
よ
う
な
共
通
善
と
衡
量
す
る
こ
と
に
な
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
あ
り
方
と
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

二
─
一　

規
範
的
な
も
の
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　

こ
の
点
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
、
あ
る
種
の
行
為
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
公
衆
、
あ
る
い
は
政
府
か
ら
の
詮
策
を
免
除
さ

れ
る
こ
と
を
認
め
る
社
会
的
認
可
（societal license
）
を
受
け
た
領
域
」
と
看
做
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

（
（10
（

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重
の
観
点
か
ら
、
例
え
ば
あ
る
行
為
の
結
果
が
監
視
を
免
除
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
か
ら
外
へ
出
て
き
て
は
じ
め
て
、
国
家

は
関
与
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

加
え
て
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、特
定
の
社
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、支
配
的
な
社
会
的
習
俗
や
法
律
に
よ
っ
て
た
や
す
く
監
視
さ
れ
な
い
よ
う
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
期
待
で
き
る
行
為
を
包
含
す

（
（11
（

る
。
た
と
え
ば
、
多
く
の
社
会
で
は
、
排
せ
つ
行
為
は
視
界
の
外
で
行
わ
れ
る
よ
う
期
待
さ
れ

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
個
人
の
自
律
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
共
通
善
や
社
会
の
美
徳
を
支
え
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
で
要
求
さ
れ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（m

andated privacy
）
は
、
い
わ
ゆ
る
道
徳
律
（m

oral law
s

）
が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
。

（
107
）Sarno, supra note 98, at 2737.

（
108
）Lee J. Strang, A
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. L. REV
. 419, 437, 441 (2006). 
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ま
た
、
多
く
の
社
会
で
は
、
公
共
空
間
は
、
私
的
な
こ
と
と
さ
れ
る
行
動
や
行
為
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
透
明
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
規
範
的
な
性
質
に
鑑
み
る
と
、
要
求
さ
れ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
こ
の
場
面
で
は
、
権
利
で
は
な
く
社
会
的
な
義
務
で
あ
る
と
い

え
（
（11
（

る
。
例
え
ば
、
砂
浜
で
裸
に
な
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
ヌ
ー
ド
に
さ
れ
な
い
権
利
の
保
護
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
れ
を
隠
す
社
会
的
な
要
請
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
多
く
の
議
論
で
は
、規
範
的
な
内
容
を
無
視
し
て
経
験
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
定
義
し
よ
う
と
す

（
（11
（

る
。
し
か
し
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
定
義
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
規
範
的
な
要
素
は
含
ま
れ
て
い
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す

（
（11
（

る
。

二
─
二　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
根
拠

　

で
は
、
そ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
根
拠
は
、
一
体
ど
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
は
自
然
法
や
コ
モ
ン
・

ロ
ー
に
根
拠
が
求
め
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
近
時
は
憲
法
上
の
規
定
に
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
方
向
性
を
大
ま
か
に

分
類
す
る
と
、
単
一
条
項
に
根
拠
を
見
出
す
考
え
と
、
複
数
条
項
に
根
拠
を
見
出
す
考
え
と
に
整
理
で
き
る
。

　

こ
の
う
ち
、
一
九
六
五
年
の
グ
リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
判
決
以
後
の
時
代
に
つ
い
て
い
え
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い

け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
そ
れ
は
権
利
章
典
に
明
確
に
記
さ
れ
た
保
障
の
「
半
影
」
や
「
放
射
物
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る

評
価
が
有
力
で
あ

（
（11
（

る
。
こ
の
考
え
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
、
憲
法
第
一
修
正
、
第
三
修
正
、
第
四
修
正
、
第
五
修
正
、
第
九
修
正
と
、

複
数
の
条
文
に
求
め
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
考
え
に
つ
い
て
は
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
妊
娠
中
絶
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
女
性
の
権
利
を
明
白
に
十
分
に
認

め
る
も
の
で
あ
る
」
と
裁
判
所
は
い
っ
た
も
の
の
、
な
ぜ
「
明
白
に
十
分
な
の
か
」
を
説
明
し
て
い
な

（
（11
（

い
と
か
、
こ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

法
的
概
念
に
ま
つ
わ
る
概
念
上
の
空
白
を
理
由
に
成
長
し
た
憲
法
上
の
「
奇
形
」
で
あ
る
と
か
い
っ
た
批
判
が
あ

（
（11
（

る
。



論　　　説

北法68（5・72）1124

　

一
方
で
、
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
は
、
憲
法
上
の
権
利
の
種
々
様
々
の
合
成
物
と
い
う
伸
張
さ

れ
た
解
釈
で
は
な
く
、
憲
法
第
四
修
正
に
含
ま
れ
る
法
的
概
念
を
採
用
す

（
（11
（

る
。

　

こ
の
第
四
修
正
に
お
い
て
、憲
法
は
、共
通
善
に
奉
仕
し
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
考
慮
に
優
先
す
る
行
為
の
た
め
の
明
白
で
強
固
な
基
礎
を
、

「『
合
理
的
な
』
捜
索
」
と
い
う
文
言
で
合
法
的
な
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
提
供
し
て
い
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ

は
主
張
す

（
（11
（

る
。

　

こ
の
点
、
第
四
修
正
の
現
在
の
解
釈
が
公
正
で
あ
る
か
、
単
に
他
の
法
律
文
よ
り
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
優
越
を
認
め
な
い
も
の
な
の
で
は

な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、議
論
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、第
四
修
正
の
も
と
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
扱
い
は
、ウ
ォ

レ
ン
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
論
証
や
生
殖
に
関
す
る
選
択
の
事
案
で
育
ま
れ
た
判
決
よ
り
も
、
共
通
善
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

に
近
い
と
い
え
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
考
え
て
い

（
（11
（

る
。

　

で
は
、
な
ぜ
最
高
裁
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
憲
法
上
の
権
利
を
、
グ
リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
判
決
や
そ
れ
以
後
の
事
案
に
お
い
て
、
第
四
修
正
を
も

と
に
作
り
上
げ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
第
四
修
正
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
も
、
フ
リ
ー
チ
ョ
イ
ス
─
─
生
殖
に
関
す
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
権
利
─
─
を
導
け
な
い
か
ら
で
あ

（
（12
（

る
。
第
四
修
正
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
公
共
の
監
視
、
つ
ま
り
政
府
に
「
見
ら
れ
る

こ
と
」
を
避
け
る
た
め
の
権
利
で
あ
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
を
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
あ
る
い
は
「
決
定
を
な
す
」
権
利
で
は
な

い
の
だ
。

　

そ
の
た
め
、
グ
リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
判
決
の
よ
く
あ
る
批
判
と
し
て
、
生
殖
に
関
す
る
権
利
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
基
礎
と
し
て
は
い
な
い
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
は
生
殖
に
関
す
る
権
利
に
合
う
よ
う
に
形
作
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
で
も
エ
ツ
ィ

オ
ー
ニ
は
、
他
の
保
護
の
あ
り
方
が
第
四
修
正
を
根
拠
と
す
る
よ
り
妥
当
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
。

　

結
局
、
第
四
修
正
に
関
す
る
彼
の
検
討
は
、
ひ
と
つ
の
結
果
を
求
め
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
四
修
正
は
「
特
権
を
与
え
ら
れ
て
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い
な
い
」
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
を
提
供
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
と
い
う
も
の
で
あ

（
（12
（

る
。
こ
の
第
四
修
正
に
依
拠
す
る
が
ゆ

え
に
、
共
通
善
と
の
衡
量
を
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
構
成
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
他
方
で
、
第
四
修
正
は
私
人
と
政
府
の
間
の
問
題
を
扱
う
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
も
い
る
が
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
私
人
間
に
も

適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

（
（12
（

る
。
政
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
第
四
修
正
の
い
う
捜
索
に
は
当
た
ら
な
い
場
合
で
も
、

一
般
的
な
理
解
で
は
明
ら
か
に
捜
索
に
あ
た
る
場
合
が
あ
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

の
事
案
等
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
技
術
が
発
達
し
、
公
私
の
曖
昧
化
が
進
む
昨
今
に
お
い
て
は
、
一
層
当
て
は
ま
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
、
第
四
修
正
の
下
で
何
が
合
理
的
と
み
な
さ
れ
何
が
非
合
理
的
で
あ
る
か
を
再
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
に
関
す
る
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う
手
法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

（
（12
（

る
。

二
─
三　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
構
成

　

最
高
裁
が
作
っ
た
、「
監
視
か
ら
免
除
さ
れ
る
権
利
」
と
「
国
家
の
支
配
か
ら
免
除
さ
れ
る
権
利
」
を
包
含
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
、

こ
れ
ら
二
つ
の
権
利
の
区
別
の
重
要
性
は
、
生
殖
に
関
す
る
問
題
で
強
調
さ
れ

（
（12
（

る
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
誰
が

決
定
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
か
─
─
そ
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
個
人
か
、国
家
な
の
か
─
─
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、秘
匿
性
で
は
な
い
。

　

こ
の
点
、
グ
リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
判
決
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
透
明
性
（transparency

）
の
問
題
と
し
て
扱
っ
た
の
か
、
私
的
選
択
（private 

choice

）
の
問
題
と
し
て
扱
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ゲ
ラ
ル
ド
・
ガ
ン
サ
ー
（Gerald Gunther

）
と
ジ
ョ

ン
・
ハ
ー
ト
・
イ
ー
リ
ー
（John H

art Ely

）
は
、
こ
れ
を
透
明
性
の
問
題
と
し
て
扱
っ

（
（12
（

た
。
一
方
で
、
例
え
ば
ル
イ
ス
・
ヘ
ン
キ
ン
（Louis 

H
enkin

）
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
と
し
て
扱

（
（12
（

う
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
ロ
ー
判
決
を
含
む
そ
の
後
の
判
決
が
、
生
殖
に
関
す
る
事
案

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
と
し
て
扱
い
、
透
明
性
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
い

（
（12
（

う
。
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も
し
上
記
の
二
つ
の
権
利
の
区
別
を
す
る
な
ら
ば
、
進
む
こ
と
が
で
き
る
道
は
以
下
の
二
つ
し
か
な
い
。

　

第
一
は
、透
明
性
の
問
題
を
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
と
し
て
扱
い
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
を
「
私
的
選
択
」
の
問
題
と
し
て
扱
う
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
り
、
第
二
は
、
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
共
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
扱
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
強
固
で
明
確
な
理
論
的
根
拠
を
─
─
事
実
上
す
で
に
暗
黙
の
裡
に
含
ん
で
い
る
が
─

─
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
共
同
社
会
の
文
脈
に
お
け
る
個
人
の
独
立
性
と
い
う
意
味
で
、
人
間
の
尊
厳
と
自
由
の
双
方
に
関
係
が
あ
る
と

す
る
と
、
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
む
し
ろ
異
な
っ
た
事
実
を
伴
っ
て
く
る
。

　

二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
と
も
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
扱
わ
れ
る
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
合
法
的
に
異
な
っ
て
い
ら
れ
る
価
値
、
法
的
道
徳

的
圧
力
な
し
に
個
性
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
扱
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
社
会
か
ら
の
小
休
止
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
私
的
選
択
と
第
二
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
自
身
の
人
生
を
合
法
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
領
域
に
お

け
る
決
定
と
い
う
、
重
大
な
意
味
に
お
け
る
自
律
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
最
初
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
信
頼
」（trust

）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
社
会
は
個
人
が
監
視
さ
れ
た
く
な
い
と
考

え
て
い
る
と
判
断
（
信
頼
）
す
る
。
か
と
い
っ
て
、
児
童
に
対
す
る
性
的
虐
待
や
、
爆
弾
を
作
成
す
る
権
利
を
許
す
わ
け
で
は
な

（
（12
（

い
。

　

そ
し
て
、
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
社
会
の
「
無
関
心
」、
そ
れ
ゆ
え
に
生
じ
る
個
人
（
あ
る
い
は
集
団
）
の
完
全
な
自
由
に
よ
っ
て
特

徴
づ
け
ら
れ
て
い

（
（12
（

る
。
こ
れ
は
、
そ
の
行
為
が
公
衆
の
面
前
で
行
わ
れ
よ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
個
人
が
自
由
に
思
う
よ
う
に
行
動
で
き
る
領

域
だ
と
社
会
が
考
え
る
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
さ
ら
に
精
密
な
定
義
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
点
、
一
方
で
、
個
人
主
義
者
は
善
の
社
会
的
な
定
式
化
に
強
硬
に
反
対
し
、
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
の
善
を
形
作
り
追
求
す
る

自
由
が
あ
る
べ
き
だ
と
し
、
私
的
選
択
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
と
評
価
で
き

（
（13
（

る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
プ
ラ
イ



サイバー時代におけるプライバシーの法理論（４）

北法68（5・75）1127

バ
シ
ー
と
私
的
選
択
の
間
の
区
別
は
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
。

　

他
方
、
社
会
保
守
主
義
者
─
─
と
く
に
彼
ら
の
価
値
観
（
例
え
ば
ポ
ル
ノ
の
出
版
禁
止
）
を
国
家
に
頼
っ
て
強
制
し
よ
う
と
す
る
宗
教
的

な
原
理
主
義
者
─
─
は
、
私
的
選
択
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
縮
小
し
よ
う
と
す
る
と
評
価
で
き

（
（13
（

る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
と
私
的
選
択
の
区
別
は
重
要
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
方
向
と
は
対
照
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
─
─
と
く
に
リ
ベ
ラ
ル
な
そ
れ
─
─
の
立
場
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
私
的
選
択

の
区
別
は
大
き
な
意
義
を
有
す

（
（13
（

る
。
こ
の
立
場
で
は
、
善
の
重
要
部
分
つ
ま
り
共
有
さ
れ
る
中
心
価
値
に
つ
い
て
は
社
会
が
形
成
し
保
持
す

る
が
、
善
の
か
な
り
の
部
分
は
個
人
の
私
的
選
択
に
も
委
ね
る
と
い
う
形
を
と
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
十
分
な
透

明
性
が
保
証
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
従
来
の
判
例
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
領
域
を
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
私
的
選
択
に

分
け
、
前
者
の
過
剰
な
保
護
を
抑
制
し
て
共
通
善
へ
の
貢
献
を
引
き
出
し
つ
つ
、
後
者
の
抑
圧
を
で
き
る
か
ぎ
り
回
避
す
る
と
い
う
方
向
性

を
採
用
す
る
の
で
あ
る
。
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三　

社
会
的
認
可
を
受
け
た
領
域
と
は

三
─
一　

選
択
的
秘
密
構
成
の
採
用
と
批
判
へ
の
応
答

　

す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
、
あ
る
種
の
行
為
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
公
衆
、
あ
る
い
は
政
府
か
ら

の
詮
策
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
「
社
会
的
認
可
を
受
け
た
領
域
」
と
看
做
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

（
（13
（

る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、

こ
の
領
域
と
は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
個
々
人
の
部
屋
か
、
家
か
、
そ
れ
と
も
身
体
か
、
あ
る
い
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
の
か
。

　

こ
の
点
、
こ
の
よ
う
な
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
解
に
つ
い
て
、
ソ
ロ
ブ
は
こ
れ
を
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
『
秘
密
』
と
し
て
概

念
化
す
る
見
解
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
共
通
分
母
と
し
て
秘
密

を
基
準
と
す
る
の
は
、
概
念
化
と
し
て
狭
す
ぎ

（
（13
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
理
論
家
が
あ
る
種
の
秘
密
の
開
示
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で

あ
る
と
認
識
す
る
だ
ろ
う
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
は
秘
密
の
喪
失
が
常
に
伴
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
事
実
も
多
く
の
論
者
が
共
通
に

認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
回
避
す
る
た
め
か
、
単
な
る
秘
密
構
成
で
は
な
く
、
社

会
の
選
択
に
基
づ
く
秘
密
に
焦
点
を
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
構
成
す
る
「
選
択
的
秘
密
概
念
の
も
と
で
さ
え
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
が
引
き
起
こ
す
危
害
は
、
以
前
は
秘
匿
化
さ
れ
て
い
た
情
報
の
開
示
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
は
、
開
示
の
回
避
以
上
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
を
受
け
て
の
こ
と
か
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
近
時
展

開
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
論
に
は
変
化
が
み
ら
れ
、
単
な
る
開
示
の
み
を
問
題
視
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
こ
こ
で
は
検
討
し

て
い
こ
う
。

　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
今
日
の
社
会
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
個
人
的
な
場
所
に
か
か
わ
り
な
く
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
範
囲
と
看
做
さ
れ

る
の
が
よ
い
と
主
張
す

（
（13
（

る
。
こ
れ
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
ロ
ボ
ジ
ン
（Christopher Slobogin

）
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
人
格
保
護
バ
ー
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ジ
ョ
ン
（the protection-of-personhood version of privacy

）
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
ス
ロ
ボ
ジ
ン
に
よ
れ
ば
、「
人
を
定
義
づ
け
る
こ
と
か
ら
の
自
由
を
、
個
人
に
保
障
す
る
手
段
と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
捉

え
る
見
方
」
で
あ

（
（13
（

る
。
こ
こ
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
あ
る
者
が
家
に
い
よ
う
と
外
に
い
よ
う
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。「
な

ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
個
性
の
重
要
な
部
分
は
公
共
の
場
で
、
家
の
外
や
家
族
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
起
こ
る
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
の
慣

習
的
行
為
を
通
し
て
発
達
す
る
か
ら
で
あ
り
、
公
的
な
品
行
を
馬
鹿
ら
し
く
見
せ
る
（stultify

）
監
視
カ
メ
ラ
は
個
性
の
発
達
を
抑
え
て

（stifle

）
し
ま
う
か
ら
で
あ

（
（13
（

る
」。

　

こ
の
よ
う
な
ス
ロ
ボ
ジ
ン
の
見
解
に
依
拠
し
つ
つ
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
こ
れ
を
よ
り
具
体
化
し
て
い
く
。

　

彼
は
ま
ず
、
家
の
不
可
侵
性
は
家
庭
内
暴
力
等
の
国
家
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
べ
き
行
為
を
過
当
に
保
護
す
る
こ
と
に
な
り
、
家
の
優
先

は
公
的
な
介
入
か
ら
自
由
で
あ
る
べ
き
行
為
者
（
貧
者
や
弱
者
等
）
に
「
不
当
に
介
入
す
る
」（underprotects

）
こ
と
に
つ
な
が
る
と
す

る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
批
判
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
家
の
特
権
化
」
を
否
定
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
急
激
な
技
術
発
展
の
時
代
に
お
い
て
は
、
人
が

ど
こ
に
い
た
か
と
い
う
こ
と
自
体
は
重
要
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
物
理
的
空
間
の
保
護
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
ど
の
程

度
集
め
ら
れ
ど
れ
く
ら
い
処
理
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
「
個
人
的
な
領
域
」
の
保
護
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
と
す

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
─
二　

家
の
特
権
化
の
否
定

　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
公
私
の
区
別
に
関
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
住
宅
例
外
主
義
に
対

す
る
批
判
を
繰
り
広
げ
て
き

（
（13
（

た
。

　

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
法
学
研
究
者
た
ち
は
、世
界
を
公
と
私
の
領
域
へ
と
分
か
つ
リ
ベ
ラ
ル
の
区
別
─
─
政
治
と
ノ
ン
ポ
リ
、自
由
と
干
渉
、
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疎
通
性
（accessible

）
と
非
疎
通
性
、
社
会
と
個
人
、
そ
の
他
の
概
念
化
の
二
分
法
を
包
含

（
（13
（

し
、「
法
と
そ
の
執
行
官
が
ぼ
ん
や
り
と
し
た

特
別
の
環
境
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
境

（
（14
（

界
」
と
し
て
法
を
象
徴
す
る
広
範
な
区
別
─
─
は
、
高
度
に
性
差
を
表
現
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し

（
（14
（

た
。

　

特
に
、
女
性
は
歴
史
的
か
つ
法
的
に
投
票
や
財
産
の
所
有
を
含
む
多
く
の
政
治
的
、
社
会
的
、
そ
し
て
公
的
な
活
動
へ
の
参
加
か
ら
排
除

さ
れ
て
き

（
（14
（

た
。
産
業
革
命
以
前
、
女
性
た
ち
は
、
家
族
や
家
庭
の
仕
事
の
領
域
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
お
り
、
産
業
革
命
後
の
労
働
も
、
ほ
と

ん
ど
が
家
庭
内
の
そ
れ
に
制
限
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
社
会
契
約
や
、
究
極
的
に
は
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
第

四
修
正
す
ら
、
こ
の
排
除
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
こ
で
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
、
公
と
私
の
二
分
法
は
人
工
的
、
偽
り
、
不
自
然
（artificial

）

で
あ
り
、
権
力
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
道
具
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
言
語
上
あ
る
い
は
概
念
上
の
区
別
は
そ
れ
自
体
が
女
性
の
不

利
益
に
繋
が
る
社
会
的
状
況
を
凝
固
さ
せ
、
組
み
立
て
て
い
る
と
考
え

（
（14
（

る
。

　

例
え
ば
、キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ッ
キ
ノ
ン（Catharine M

acK
innon

）は
家
に
特
別
の
保
護
を
認
め
る
こ
と
の
問
題
に
つ
い
て
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
が
あ
る
者
に
と
っ
て
避
難
所
に
な
る
一
方
で
、
ま
た
あ
る
者
に
と
っ
て
は
し
ば
し
ば
同
時
に
、
地
獄
の
よ
う
な
と
こ
ろ
（hellhole

）
と

な
（
（14
（

る
」
と
い
う
。
ま
た
、
リ
ン
ダ
・
マ
ク
レ
ー
ン
（Linda M

aClain

）
は
家
に
お
け
る
国
家
の
影
響
か
ら
の
自
由
に
つ
い
て
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
な
さ
れ
る
こ
と
─
─
レ
イ
プ
、
暴
力
、
そ
の
他
の
犠
牲
（exploitation

）
─
─
に
つ
い
て
、
男
性
の
免
責
を
認
め
る
こ
と
に
な

（
（14
（

る
」

と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
空
間
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
家
の
中
で
起
こ
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
的
で
攻
撃
的
な
男
性
の
行
為
を
国
家
の
介

入
か
ら
守
る
限
り
「
女
性
は
、
男
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
被
害
者
か
も
知
れ
な

（
（14
（

い
」
の
だ
。
例
え
ば
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
夫
婦
間
の
レ
イ

プ
は
合
衆
国
の
ほ
と
ん
ど
で
犯
罪
で
は
な
か
っ
た
し
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で
は
一
九
九
三
年
ま
で
合
法
で
あ
り
続
け
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
減
ら
す
た
め
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
研
究
者
は
国
家
が
介
入
で
き
な
い
本
質
的
に
「
私
的
な
領
域
と
し
て
の
家
」
を

拒
絶
す
る
主
張
を
す
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
神
聖
な
家
に
対
し
て
法
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
る
例
外
─
─
つ
ま
り
行
政
的
な
捜
索
や
承
諾
─
─
は
住
民
の
特
定
の
集
団

（segm
ent

）
に
対
し
て
構
造
的
に
不
当
に
介
入
し
て
い
る
（underprotect

）
と
主
張
し
て
き
た
者
た
ち
も
い
る
。

　

例
え
ば
、
法
の
執
行
を
超
え
た
特
別
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
や
「
主
と
し
て
慈
善
目
的
の
」
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
う
る
政
府
の
介

入
の
場
面
で
は
、
そ
の
立
ち
入
り
は
捜
索
を
全
く
構
成
す
る
こ
と
す
ら
な
い
こ
と
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
福
祉
の
利

益
の
受
領
者
に
対
す
る
義
務
的
な
家
庭
訪
問
に
関
す
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
最
高
裁
に
よ
っ
て
達
し
た
結
論
で
あ

（
（14
（

る
。
こ
の
判
決
は
、
貧
困

者
─
─
政
府
に
よ
る
利
益
の
受
領
者
─
─
は
政
府
の
介
入
に
対
し
て
比
類
な
く
保
護
さ
れ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
効
果
的
に
明
示

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
貧
困
は
道
徳
の
不
足
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
合
衆
国
に
お
け
る
根
強
い
信
念
は
、
様
々
な
政
府
職
員
に
よ
る
貧
困

者
の
家
に
対
す
る
正
当
な
理
由
（w

arrant

）
の
な
い
立
ち
入
り
を
正
当
化
し
て
き

（
（14
（

た
。
同
様
に
、
仮
釈
放
者
（parolee

）
や
執
行
猶
予
者

（probationer

）
は
そ
の
他
の
市
民
よ
り
も
少
な
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
し
か
最
高
裁
に
認
め
ら
れ
な

（
（14
（

い
。
同
様
に
、
必
要
書
類
の
な
い

移
民
の
住
居
も
、
移
民
・
関
税
執
行
局
（Im

m
igration and Custom

s Enforcem
ent

）
の
担
当
職
員
の
「
手
入
れ
」
を
受
け
る
こ
と
に

な
（
（15
（

る
。

　

さ
ら
に
、
最
高
裁
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
人
、
紙
、
家
財
（effects

）
に
対
す
る
家
の
特
権
が
、
家
を
所
有
し
な
い
者
を
政
府
の
立
ち
入

り
に
服
従
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
す
る
者
も
い

（
（15
（

る
。
裁
判
所
に
よ
っ
て
「
家
」
と
認
識
さ
れ
る
財
産
を
有
し
な
い
多
く
の
人
々
は
、
露

地
（open field

）
で
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
露
地
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
も
政
府
が
合
法
的
に
立
ち
入
り
で
き

る
領
域
と
し
て
看
做
さ
れ
て
お
り
、
と
き
に
そ
の
よ
う
な
立
入
は
家
を
所
有
し
な
い
者
た
ち
に
と
っ
て
過
酷
な
も
の
と
な
る

三
─
三　

技
術
の
変
化
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
変
化

　

ま
た
一
方
で
、
監
視
カ
メ
ラ
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
の
技
術
の
発
展
の
結
果
、
公
私
の
区
別
が
と
り
わ
け
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
領
域
に
お
い
て
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急
速
に
重
要
性
を
減
じ
て
い
る
と
想
定
す
る
議
論
も
あ

（
（15
（

る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
政
府
に
よ
っ
て
の
み
で
は
な
く
、
人
び
と
の
生
活
の
私
的
な
（intim

ate

）
側
面
に
関
す
る
情
報

も
含
め
た
非
常
に
多
く
の
情
報
を
収
集
し
、
彼
ら
に
関
す
る
詳
細
な
履
歴
（dossier

）
を
作
ろ
う
と
す
る
企
業
に
よ
っ
て
も
侵
害
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
単
に
自
身
が
人
々
の
私
的
領
域
に
押
し
入
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
を
政
府
の
様
々
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
売
却
し

も
す
る
。
そ
の
た
め
、
デ
ー
タ
・
バ
ン
ク
の
公
私
の
区
別
は
単
に
形
だ
け
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
問
題
は
、
い
く
つ
か
の
主
要
な
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
よ
り
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
も
っ
と
も
顕
著
な
の
は
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
隆
盛
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
人
が
家
の
中
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
守
ら
れ
て
情
報
に
ア

ク
セ
ス
す
る
か
、
公
の
場
で
ア
ク
セ
ス
す
る
か
、
そ
の
違
い
を
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
し
て
い
る
と
し
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
以
下
の
よ
う
に

具
体
例
を
挙
げ

（
（15
（

る
。

　

も
し
、
個
人
が
急
進
的
な
政
治
的
な
文
章
の
コ
ピ
ー
を
公
の
ベ
ン
チ
で
読
み
あ
げ
た
と
し
て
も
、
普
通
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
通
行
人
や
通

り
か
か
っ
た
官
憲
だ
け
が
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
照
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
で
は
、
同
じ
こ
と
を
ハ
ッ
カ
ー
や
情
報
機

関
や
他
の
大
陸
を
旅
行
中
の
恋
人
が
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
は
家
の
引
き
出
し
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
、
信
書

（correspondence

）、
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
、
金
融
情
報
、
医
療
記
録
を
含
む
個
人
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
る
情
報
が
、
最
近
で
は
「
ク
ラ
ウ
ド
」

の
中
で
見
つ
か
る
可
能
性
が
高
い
。
人
々
は
自
身
の
個
人
的
な
情
報
が
彼
の
パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー
ド
・
デ
ィ
ス
ク
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
か
ク

ラ
ウ
ド
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
他
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
法
的
保
護
の

難
易
度
に
ど
れ
だ
け
差
が
生
じ
る
か
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
携
帯
電
話
は
、
そ
こ
が
自
宅
で
あ
れ
公
共
の
ス
ペ
ー
ス
で

あ
れ
、
電
源
が
オ
フ
に
な
っ
て
い
て
も
盗
聴
器
に
な
り
得
る
し
、
カ
メ
ラ
は
ど
ち
ら
の
領
域
で
あ
っ
て
も
視
覚
的
な
監
視
を
提
供
し
う
る
。

　

さ
ら
に
、
精
度
の
高
い
双
眼
鏡
の
よ
う
な
新
し
い
技
術
や
、
ド
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
航
空
監
視
の
ツ
ー
ル
や
、
熱
感
知
器
は
、
公
私
の
ど
ち
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ら
の
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
物
理
的
な
侵
入
な
し
に
家
や
宅
地
の
内
部
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
っ
て
、
私

人
、
企
業
、
政
府
の
職
員
は
、
あ
る
家
の
中
で
の
出
来
事
を
、
さ
も
そ
れ
ら
が
オ
ー
プ
ン
な
公
共
の
ス
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う

に
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
が
、
急
激
な
技
術
の
発
展
の
時
代
に
お
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
人
が
ど
こ
に
い
た

か
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ど
の
よ
う
な
種
類
の
情
報
が
集
め
ら
れ
た
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
な
お
ア
メ
リ
カ
の

裁
判
所
は
、
家
（
及
び
家
類
似
の
ス
ペ
ー
ス
）
と
公
的
領
域
の
区
別
を
主
と
し
て
維
持
し
て
い
る
。

三
─
四　

個
人
的
領
域
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
基
準
の
必
要
性

　

一
九
六
七
年
の
カ
ッ
ツ
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
第
四
修
正
に
関
す
る
事
案
に
対
す
る
住
宅
を
中
心
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
離
れ

た
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
合
理
的
な
期
待
」
テ
ス
ト
が
修
正
第
四
条
に
関
す
る
司
法
審
査
の
基
準
と
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、い
く
つ
か
の
判
決
が
現
れ
た
。
そ
こ
で
は
、住
宅
で
は
な
く
、コ
ン
テ
ナ
や
車
の
な
か
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
問
題
と
な
っ

た
。
と
同
時
に
、
第
四
修
正
の
保
護
が
物
理
的
な
侵
害
を
伴
わ
な
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
通
信
の
領
域
に
お
け

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
第
四
修
正
の
保
護
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
保
護
の
範
囲
が
大
き
な
議
論
と
な

（
（15
（

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
カ
ッ
ツ
判
決
や
そ
れ
に
続
く
判
決
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
さ
れ
る
領
域
を
、
家
に
類
似
し
て
い
る
か
、
そ

れ
を
人
工
的
に
拡
張
し
た
も
の
に
求
め
る
考
え
に
し
ば
し
ば
依
拠
し
て
い
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（15
（

い
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
判

決
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
車
へ
の
取
り
付
け
行
為
を
、
車
を
私
的
領
域
と
看
做
す
こ
と
で
、
不
法
侵
入
に
あ
た
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
カ
ッ
ツ
判
決

や
そ
の
他
の
判
決
は
、
実
の
と
こ
ろ
「
住
宅
例
外
主
義
」
に
則
っ
て
判
断
し
続
け
て
い
る
の
で
あ

（
（15
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
行
の
判
決
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
個
人
的
領
域
を
定
義
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
行
動
が
そ
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。
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に
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エ
ツ
ィ
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の
秘
密
構
成
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
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ず
し
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古
典
的
な
意
味
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の
開
示
・
暴
露
の
み
を
問
題
視
す
る
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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第
三
款　

サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
と
オ
フ
ラ
イ
ン
と
い
う
人
の
二
つ
の
側
面
を
双
方
と
も
に
包
含
す
る
べ
き
だ
と
す
る
エ
ツ
ィ

オ
ー
ニ
は
、
こ
の
役
割
を
果
た
す
要
件
を
、「
情
報
の
機
微
度
な
い
し
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
（sensitivity

）
の
水
準
」、「
集
め
ら
れ
た
情
報

の
容
量
（volum

e

）」、
そ
れ
に
施
さ
れ
て
い
る
「
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
結
合
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
解
析
と
い
っ
た
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
（cybernation

）
の
程
度
」
を
基
準
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す

（
（15
（

る
。
こ
れ
ら
の
根
拠
が
共
通
善
の
レ
ベ
ル
を
一
定
に
保
つ
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
侵
入
の
程
度
の
最
も
低
い
状
態
を
示
す
ガ
イ
ド
と
な
る
と
、
彼
は
主
張
す
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
つ

い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
理
論
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

一　

機
微
度
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
一
つ
目
の
座
標
軸
は
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
社
会
の
文
化
的
価

値
に
基
づ
い
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
と
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
配
偶
者
や
個
人
と
そ
の
主
治
医
の
よ
う
な
、「
情
緒
や
特
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別
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
基
づ
く
す
で
に
存
在
す
る
関
係
な
し
に
こ
れ
を
曝
露
し
た
り
追
い
求
め
た
り
す
る
こ
と
」
は
、
一
般
規
範
（prevailing 

norm
s

）
の
重
大
な
侵
害
で
あ
る
と
看
做
さ
れ

（
（15
（

る
。

　

例
え
ば
、
健
康
状
態
、
政
治
理
念
や
政
治
に
関
す
る
行
動
（
投
票
）、
内
心
に
関
す
る
情
報
は
、
か
な
り
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
（H

ighly 

sensitive

）情
報
と
看
做
さ
れ
る
だ
ろ
う
。一
方
で
、金
融
・
財
産
に
関
す
る
情
報
は
、医
療
情
報
よ
り
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報
と
さ
れ
、

公
式
に
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
等
）
や
、
消
費
者
の
選
択
に
関
す
る
情
報
は
、
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
、

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
と
い
う
基
準
を
擁
護
す
る
論
者
に
は
、
他
に
、
オ
リ
ン
・
カ
ー
（O

rin K
err

）
が
い
る
。
彼
は
、
数
多
く
の
主
要
な
ケ
ー

ス
に
お
い
て
、
通
信
内
容
に
は
通
信
内
容
で
な
い
情
報
よ
り
も
高
度
な
水
準
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
懸
念
が
含
意
さ
れ
、
よ
り
高
度
な
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
を
前
者
に
与
え
、
よ
り
低
い
保
護
を
後
者
に
与
え
る
の
は
有
意
味
で
あ
る
と
す

（
（16
（

る
。

一
─
一　

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
ラ
ン
ク
付
け

　

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
ラ
ン
ク
付
け
は
、単
に
裁
判
官
が
社
会
的
な
価
値
（social values

）
に
基
づ
い
て
（
い
る
と
い
う
体
で
恣
意
的
に
）

決
定
し
た
り
、
議
会
の
法
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
共
有
さ
れ
た
社
会
的
価
値
を
反
映
し
、
リ
ベ
ラ
ル
な
民
主
主
義

の
過
程
や
モ
ラ
ル
対
話
（m

oral dialogue

（
（16
（s

）
に
よ
る
、
よ
い
意
味
で
の
政
治
の
産
物
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張

す
（
（16
（

る
。

　

あ
る
種
の
情
報
が
ほ
か
の
情
報
よ
り
も
よ
り
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
こ
の
語
の
多
様
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
法
の
研
究
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
、
す
で
に
立
法
者
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
応
用
さ
れ
て
き
た
追
加
的
な
専
門
用
語
は
、

「
親
密
な
関
係
の
情
報
」
と
か
、「
暴
露
的
な
情
報
」
を
含
み
、
研
究
者
は
こ
れ
ら
の
語
を
人
び
と
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
リ
ス
ク
の
レ
ベ
ル

や
危
害
の
程
度
と
い
う
観
点
か
ら
定
義
し
て
き
た
。
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こ
の
点
、
情
報
の
タ
イ
プ
に
関
す
る
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
区
別
が
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
理
解
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

求
め
ら
れ
る
。
最
初
の
区
別
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
を
、
そ
の
他
の
形
態
の
情
報
、
す
な
わ
ち
個
人
に
関
し
な
い

も
の
─
─
不
可
逆
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
非
同
一
化
（de-identified

）、
匿
名
化
（anonym

ized

）
が
施
さ
れ
て
い
る
情
報
─
─
か
ら
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
。
端
的
に
い
う
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
で
な
い
情
報
は
す
べ
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
」
と
考
え
て

い
（
（16
（

る
。
シ
ュ
ワ
ル
ツ
と
ソ
ロ
ブ
も
、
多
く
の
連
邦
法
が
「
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
」（personally-identifiable inform

ation

）
と
「
そ

の
他
の
情
報
」
の
区
別
に
依
拠
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

（
（16
（

る
。
そ
こ
で
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
問
題
は
、
多
種
多
様
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報

を
よ
り
分
け
る
、
第
二
の
レ
ベ
ル
の
区
別
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
点
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
全
て
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
が
同
じ
レ
ベ
ル
の
保
護
を
受
け
う
る
、
あ
る
い
は
受
け
る
べ
き
で
あ
る
、
と

は
考
え
な

（
（16
（

い
。
た
だ
し
、
何
ら
か
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
収
集
し
よ
う
と
す
る
情
報
が
よ
り
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
れ
ば
、
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
保
護
す
る
手
段
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
収
集
を
合
法
化
す
る
た
め
に
よ
り
高
い
共
通
善
が
求
め
ら
れ
る
と
す

（
（16
（

る
。

　

そ
れ
で
は
、
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
を
決
定
す
る
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
測
定
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
社
会
の
価
値
を
真
に
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す
る
の
で
あ

（
（16
（

る
。
た
と
え
ば
、
女
性
の
肌
の

露
出
に
つ
い
て
は
世
界
各
国
で
許
さ
れ
る
程
度
が
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
あ
る
種
の
紛
争
は
内
内
に
解
決
す
る
ほ
う
が
よ
い
と
す
る
そ

の
具
体
的
内
容
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
た
だ
こ
れ
は
、
あ
る
特
定
の
社
会
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
基
準
が
そ
れ
だ
け
で
優
れ
て

お
り
、
そ
の
基
準
が
単
に
、
社
会
の
あ
る
特
定
の
規
範
的
な
文
化
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
と
か
、
法
制
度
に
よ
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
の
具
体
的
決
定
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
の
だ
、
と
い
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
付
言
す

（
（16
（

る
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
基
準
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
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一
─
二　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
実
例

　

情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
で
、
立
法
者
や
裁
判
所
は
様
々
な
種
類
の
情
報
の
規
範
的
な
基
準
に

お
け
る
こ
れ
ら
の
違
い
を
運
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
実
例
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
議
会
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
立
法
が
為
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
医
療
保
険
の
相
互
運
用
性
と
説
明
責
任
に
関
す
る
法
律
（the U

S H
ealth Insurance Portability and A

ccountability 

A
ct of 1996, H

IPA
A

）
は
、「
保
護
健
康
情
報
」（protected health inform

ation

）
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

こ
の
情
報
と
は
、
あ
る
個
人
を
そ
の
健
康
状
態
と
結
び
つ
け
う
る
限
定
さ
れ
た
情
報
を
、
非
常
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
し
て
、
精
神

療
法
の
記
録
の
開
示
に
つ
い
て
非
常
に
厳
格
に
制
限
を
設
け
て
い

（
（16
（

る
。

　

第
二
に
、
ミ
ラ
ー
判
決
に
従
っ
て
一
九
七
八
年
金
融
取
引
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
法
（the Right to Financial Privacy A

ct

）
が
制
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
金
融
機
関
と
そ
の
顧
客
の
関
係
に
関
す
る
い
か
な
る
記
録
に
つ
い
て
も
、
当
該
金
融
機
関
が
他
と
共
有
す
る
能

力
を
制
限
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
情
報
に
つ
い
て
も
、
連
邦
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
に
十
分
な
ほ
ど
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
と
看
做
さ

れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
八
年
ビ
デ
オ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
（the V

ideo Privacy Protection A
ct of 1988

）
に
よ
っ
て
、

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
の
履
歴
が
保
護
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
度
な
保
護
に
値
す
る
追
加
的
な
情
報
と
し
て
は
、「
家
族
の
教
育
的
権
利
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
」（Fam

ily 

Educational Rights and Privacy A
ct

）
に
よ
っ
て
学
歴
が
、「
遺
伝
子
情
報
差
別
禁
止
法
」（the federal Genetic Inform

ation 

N
ondiscrim

ination A
ct of 2008

）
に
よ
っ
て
遺
伝
子
情
報
が
、「
一
九
八
〇
年
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
」（Privacy Protection A

ct 

of 1980

）
に
よ
っ
て
取
材
の
情
報
源
が
、
そ
れ
ぞ
れ
保
護
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（Federal T

rade Com
m

ission

）
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
を
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

金
融
情
報
、
健
康
情
報
、
社
会
保
障
番
号
、
子
供
に
関
す
る
情
報
、
例
え
ば
携
帯
電
話
か
ら
収
集
さ
れ
た
位
置
情
報
で
あ
る
。
ま
だ
立
法

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
議
論
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
人
種
、
民
族
、
思
想
信
条
、
性
的
志
向
、
そ
し
て
「
固
有
の
生
体
情
報
」
が

あ
（
（17
（

る
。
こ
れ
ら
の
事
案
で
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
と
さ
れ
る
情
報
の
種
類
は
、
定
義
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
定
義
づ
け
る
典
型
的
な
性
質
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
単
な
る
例
の
リ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

　

個
人
に
関
す
る
あ
る
特
定
の
情
報
を
他
の
も
の
よ
り
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
と
分
類
す
る
と
き
、
議
会
は
し
ば
し
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
経

済
的
あ
る
い
は
身
体
的
損
害
を
防
止
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
根
拠
に
依
拠
す
る
。
つ
ま
り
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
と
は
、
そ
の
権
限
の
な

い
曝
露
が
金
銭
的
な
損
害
（tangible harm

）
を
引
き
起
こ
し
う
る
情
報
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い

（
（17
（

る
。

　

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
は
ま
た
、
典
型
的
な
性
質
の
表
明
で
は
な
く
、
情
報
が
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
か
そ
う
で
な
い
か
の
具
体
的
な
性
質
の
列
挙
を

通
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、一
九
七
〇
年
公
正
信
用
報
告
法（T

he Fair Credit Reported A
ct of 1970

）は
、「
消
費
者
の
情
報
」

（consum
er reports

）
を
開
示
す
る
こ
と
を
規
制
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
こ
の
情
報
と
は
、「
消
費
者
に
貸
付
の
価
値
が
あ
る
こ
と
、
あ
る

い
は
消
費
者
が
貸
付
や
保
険
に
適
格
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
に
使
用
す
る
個
人
的
な
特
徴
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
限
定
さ
れ
た
目
的
に
使

わ
れ
る
」
あ
ら
ゆ
る
情
報
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

（
（17
（

る
。

　

裁
判
所
も
ま
た
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
分
類
を
行
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
ス
ミ
ス
判
決
で
は
、
連
邦
最
高
裁
は
人
々
が
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
電
話
番
号
は
通
信
の
内
容
ほ
ど
機
微
で
は
な
い
た
め
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
は
な
い
と
判
断
し
た
。
ほ
か
に
も
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
判
決
で
は
、
ソ
ト
マ
イ
ヤ
ー
判
事
（Sonia Sotom

ayor

）
は
結

果
的
に
多
数
意
見
に
加
わ
っ
た
が
、
自
身
の
意
見
も
表
明
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
短
期
間
で
あ
っ
て
も
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
家
族
の
、
政
治
の
、
職
業
の
、
宗
教
の
、
そ
し
て
性
的
な
結
び
つ
き
に
つ
い
て
の
詳
細



論　　　説

北法68（5・90）1142

に
関
す
る
豊
富
な
情
報
を
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
た
。
ま
た
合
衆
国
対
ラ
ム
リ
ー
判

（
（17
（

決
で
は
、
個
人
の
書
籍
の
購
入
履
歴
を
入

手
す
る
政
府
の
権
限
を
制
限
し
て
い

（
（17
（

る
。

一
─
三　

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
の
セ
ク
ト
ラ
ル
方
式
に
よ
る
保
護
の
問
題
点

　

こ
の
よ
う
に
実
務
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
の
手
法
に
も
、
二
つ
の
深
刻
な
欠
点
が
あ
る
。
第
一
の
欠
点
は
、
民
間
部
門
に
お
け
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
対
し
て
、
適
宜
立
法
を
行
う
と
な
る
と
ひ
ど
く
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
の
欠
点
は
、
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
と
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報
の
区
別
は
思
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
厳
格
で
は
な
く
、
近
い
将
来
に
は
よ
り
弱
く
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
が
医
療
や
金
融
の
記
録
の
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
あ
ま
り
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
は
な
い
─
─
つ
ま
り
、
あ
ま
り
保
護
さ
れ
な
い
─
─
情
報
の
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
、
大
量
の
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
後
者
を
根
拠
と
し
て
、
例
え
ば
ソ
ロ
ブ
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
基
準
と
す
る
こ
と
を
拒
否
す

（
（17
（

る
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
欠
点
を
補
い
つ
つ
、
事
態
適
合
的
に
問
題
の
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
無

数
の
法
律
を
再
調
査
し
、
よ
り
系
統
的
か
つ
一
貫
し
た
、
そ
の
他
の
情
報
よ
り
も
よ
り
保
護
さ
れ
る
べ
き
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
の
タ
イ
プ
の

分
類
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
ず
大
ま
か
な
仮
説
を
立
て
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
を
要
件
の
一

つ
と
し
て
運
用
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
の
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
か
つ
、
多
く
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の

大
ま
か
な
分
類
が
す
で
に
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
し
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
こ
の
基
準
を
採
用
す

（
（17
（

る
。

二　

容
量
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
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サ
イ
バ
ー
時
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
論
が
第
二
の
座
標
軸
に
選
ぶ
べ
き
も
の
は
、
収
集
さ
れ
た
情
報
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
あ
る
。

　

情
報
に
は
、
オ
ー
ビ
ス
等
、
時
的
空
間
的
に
限
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
中
程
度
と
い
え
る
監
視
カ
メ
ラ
の
そ
れ
、
そ
し
て
電
話
の
盗
聴
等
一

定
程
度
ま
と
ま
っ
た
も
の
ま
で
、ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
。
こ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
保
護
の
必
要
性
が
増
す
と
、エ
ツ
ィ

オ
ー
ニ
は
分
析
す

（
（17
（

る
。
こ
の
「
ボ
リ
ュ
ー
ム
」
は
、
あ
る
人
物
に
つ
い
て
あ
る
ひ
と
つ
の
機
関
な
り
あ
る
ひ
と
り
の
行
為
者
が
収
集
し
た
情

報
の
総
量
を
差
す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
、監
視
が
実
施
さ
れ
た
時
間
の
程
度
、あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
収
集
さ
れ
た
情
報
の「
量
」（quantity

）

と
、
あ
る
ひ
と
つ
の
時
点
に
収
集
さ
れ
た
情
報
の
種
類
の
幅
、
つ
ま
り
「
帯
域
幅
」（bandw

idth

）
に
分
類
さ
れ
る
。

　

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
座
標
軸
に
関
連
す
る
第
一
の
要
素
で
あ
る
「
量
」
は
、
端
的
に
収
集
さ
れ
た
情
報
の
量
に
関
連
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
話
記

録
、
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
情
報
の
メ
ガ
バ
イ

（
（17
（

ト
に
よ
っ
て
計
測
さ
れ

（
（17
（

る
。
ま
た
、
情
報
収
集
の
時
間
の
長
さ
は
、
実
際
大
ま

か
で
は
あ
る
が
、
使
用
に
適
し
た
「
量
」
の
計
測
法
で
あ
る
。
同
時
に
、
距
離
関
数
（m

etric

）
も
有
用
で
あ
る
。

　

個
人
に
関
す
る
情
報
の
収
集
が
適
当
か
過
当
か
を
判
断
す
る
概
算
的
基
準
と
し
て
、
時
間
を
使
っ
て
い
る
例
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
や
同
種
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、「
電
気
通
信
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
」（the Electronic Com

m
unications 

Privacy A
ct of 1986

）
は
、
司
法
当
局
等
か
ら
情
報
を
保
持
し
て
お
く
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
通
信
業
者
が
係
争
中
の
法
的
手
続

き
に
必
要
な
ア
カ
ウ
ン
ト
内
の
利
用
可
能
な
電
子
的
記
録
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の

情
報
は
九
〇
日
間
保
持
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
期
間
は
さ
ら
に
九
〇
日
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
あ

（
（18
（

る
。

　

ま
た
、
一
回
の
情
報
の
収
集
が
捜
索
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
単
に
検
討
す
る
よ
り
も
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
検
討
す
る
ほ
う
が
よ
い

と
い
う
先
例
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
判
決
が
挙
げ
ら
れ
る
と
す

（
（18
（

る
。

　

こ
の
事
案
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
追
跡
装
置
が
二
十
八
日
間
ず
っ
と
稼
動
し
て
い
た
。
多
数
意
見
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
監
視
の
長
さ
に
つ
い
て
の
言
及
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は
な
か
っ
た
が
、し
か
し
、ア
リ
ト
ー
判
事（Sam

uel A
nthony A

lito, Jr.

）の
同
意
意
見
の
な
か
で
は
、監
視
の
長
さ
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー

と
な
っ
て
い
る
。

　

彼
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
ほ
と
ん
ど
の
犯
罪
捜
査
に
お
い
て
、
長
期
間
に
わ
た
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
追
跡
装
置
の
使
用
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
期
待
を
侵
害
す
る
。
そ
の
よ
う
な
犯
罪
に
お
い
て
も
、
当
局
や
そ
の
他
の
機
関
が
、
個
人
の
関
心
事
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
一
つ
の
瞬

間
ご
と
に
密
か
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
り
カ
タ
ロ
グ
化
し
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
─
─
あ
る
い
は
実
の
と
こ
ろ
、
概
し
て
単
に
し
て
は
い
け
な

い
─
─
と
考
え
る
の
が
、
社
会
の
期
待
で
あ
り
続
け
て
い

（
（18
（

る
」。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
関
す
る
最
も
重
要
な
違
い
に
つ
い
て
識
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す

（
（18
（

る
。

そ
れ
は
、「
ご
く
短
期
間
の
収
集
」（spot collection

）
と
「
長
期
間
の
収
集
」（prolonged collection

）
の
違
い
で
あ
る
。
前
者
は
、
非

常
に
短
い
期
間
の
あ
い
だ
の
ひ
と
つ
あ
る
い
は
非
常
に
少
な
い
情
報
の
個
別
の
ピ
ー
ス
の
一
回
限
り
の
収
集
を
さ
す
。
例
え
ば
こ
れ
は
、
空

港
の
安
全
検
査
や
監
視
カ
メ
ラ
が
当
て
は
ま
る
。
後
者
は
、
盗
聴
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
追
跡
が
当
て
は
ま
る
。

　

こ
の
点
、
こ
の
種
の
問
題
に
詳
し
い
者
は
、
あ
る
種
の
ご
く
短
期
間
の
収
集
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
に
繁
華
街
の
監
視
カ
メ
ラ
の
よ
う

な
も
の
は
、
比
較
的
包
括
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
れ
に
反
対
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
は
、
た
と
え
ば
街
を
往
く

す
べ
て
の
個
人
を
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
の
場
合
に
は
、
一
個
人
に
関
す
る
情
報
が
必
ず
し
も
多
く
収
集

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
他
の
大
勢
の
人
々
の
情
報
と
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
個
人
に
関
す
る
何
ら
か
の
情
報
を
推
測
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
が
重
要
に
な
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
、
エ

ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す

（
（18
（

る
。

　

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
座
標
軸
に
関
連
す
る
第
二
の
要
素
で
あ
る
帯
域
幅
は
、「
あ
る
一
つ
の
対
象
か
ら
の
、
あ
る
い
は
そ
の
対
象
に
つ
い
て
の
、

異
な
っ
た
タ
イ
プ
の
情
報
の
収
集
」
を
意
味
す

（
（18
（

る
。
た
っ
た
一
種
類
の
タ
イ
プ
の
情
報
の
収
集
、
例
え
ば
個
人
の
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
位
置
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情
報
な
ど
の
メ
タ
デ
ー
タ
は
、
帯
域
幅
の
狭
い
収
集
を
構
成
す
る
。
対
照
的
に
、
い
く
つ
か
の
種
類
の
情
報
の
収
集
、
た
と
え
ば
、
電
話
の

内
容
「
と
」、
音
声
デ
ー
タ
「
と
」、
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
「
と
」、
Ｅ
メ
ー
ル
の
内
容
は
帯
域
幅
の
広
い
収
集
を
構
成
す
る
。
帯

域
幅
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
が
広
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
狭
い
も
の
で
あ
る
場
合
よ
り
も
監
視
に
よ
っ
て
人
の
か
な
り
包
括
的

な
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
得
る
こ
と
を
法
が
許
す
こ
と
に
な
り
、
つ
ま
り
そ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
ず
っ
と
減
じ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

帯
域
幅
が
狭
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
多
く
の
量
の
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
た
ら
、
個
人
の
私
生
活
の

包
括
的
な
見
取
り
図
を
描
け
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
思
う
も
の
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、こ
の
疑
問
に
つ
い
て
も
、サ
イ
バ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
と
く
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
に
対
す
る
そ
れ
へ
と
適
用
さ
れ
る
強
力
な
制
限
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
点
で
不
十
分
な
の

で
あ

（
（18
（

る
。

二
─
二　

ボ
リ
ュ
ー
ム
要
件
に
対
す
る
批
判

　

こ
の
よ
う
な
情
報
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
考
慮
要
素
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
オ
リ
ン
・
カ
ー
は
、「
収
集
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
ど
こ
ま
で
が
合
理
的
で
、
ど
こ
か
ら
が
侵
害
と
な
る
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
の
困
難
」
を
指
摘
す

（
（18
（

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー

ニ
は
以
下
の
よ
う
に
再
反
論
す

（
（18
（

る
。

　

な
る
ほ
ど
確
か
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
境
界
線
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、し
か
し
、そ
の
よ
う
な
期
限
や
限
界
と
い
っ

た
問
題
は
、
選
挙
権
の
年
齢
や
運
転
免
許
の
年
齢
等
、
そ
も
そ
も
法
的
問
題
に
は
お
お
よ
そ
つ
き
も
の
な
の
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

固
有
の
も
の
で
は
な
い
。
現
実
の
運
用
で
は
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
不
十
分
な
の
か
の
妥
協
・
折
衷
案
と

し
て
、裁
判
官
が
考
慮
し
た
も
の
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
が
、こ
の
線
引
き
は
し
ば
し
ば
事
後
的
に
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

単
に
決
定
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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三　

サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
─
─
人
工
知
能
に
よ
る
情
報
処
理

三
─
一　

サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
理
論
の
三
つ
目
の
座
標
軸
は
、
法
や
法
理
論
が
最
も
追
い
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
重
要
性
の
増
し
て
い
る
も
の
が

当
て
は
ま
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
歴
史
的
に
は
、
政
府
が
特
定
の
状
況
下
で
特
定
の
情
報
を
合
法
的
に
「
収
集
で
き
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
問
題
に
多
く
の
注

意
が
払
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
そ
の
当
時
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
ほ
と
ん
ど
が
、
第
一

段
階
の
、
ご
く
短
期
間
に
お
け
る
収
集
を
含
意
す
る
捜
索
や
監
視
に
よ
っ
て
起
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
重

要
な
侵
害
は
ま
た
、
情
報
の
対
照
（collating

）、
保
管
、
分
析
、
流
通
に
よ
っ
て
起
き
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
記
録
が
紙
媒
体

で
あ
る
限
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
二
次
的
な
侵
害
は
本
質
的
に
限
ら
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
よ
う
な
情
報
が
、デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
、他
の
情
報
と
結
合
さ
れ
、

分
析
さ
れ
、
流
通
し
た
ら
、
つ
ま
り
サ
イ
バ
ー
ネ
イ
ト
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
人
の
私
生
活
の
非
常
に
包
括
的
か
つ
暴
露
的
な
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

が
で
き
あ
が
る
。

　

手
短
に
い
う
と
、
今
日
に
お
い
て
最
も
深
刻
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
が
し
ば
し
ば
永
続
化
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
監
視
や
情
報
の
収
集
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
、
結
合
、
操
作
、
デ
ー
タ
共
有
に
よ
っ
て
な
の
で
あ
る
。
情
報
が
サ
イ
バ
ー
ネ
イ
ト
さ

れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
よ
り
私
事
へ
の
侵
入
と
な
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
考
慮
要
素
が
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
理
論
の
最
も
新
奇
な
要
素
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
理
論
の
第
一
の
要
素
で
あ
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
は
、「
ペ
ー
パ
ー
時
代
」
に
お
い
て
十
分
熟
し
た
要
素
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
二
の
要
素
で

あ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
、
い
わ
ん
や
実
践
的
な
制
限
の
た
め
の
急
を
要
す
る
重
要
性
の
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
ペ
ー
パ
ー
時
代
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の
問
題
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ー
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
の
処
理
や
二
次
的
利
用
の
性
質
は
、
そ
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
へ
の
影
響
も
同
様
に
、
ペ
ー
パ
ー
時
代
に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
た
三
つ
の
座
標
軸
の
最
も
重
大
な
要
素
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
防
止
の
重
点
を
、「
一

次
的
な
収
集
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
」
か
ら
、「
二
次
的
利
用
に
よ
る
侵
害
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
」
へ
と
、
重
大
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
る

か
ら
で
あ

（
（18
（

る
。
サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
い
て
は
、
情
報
の
一
時
的
収
集
は
、
二
次
的
利
用
の
範
囲
や
そ
れ
に
対
す
る
制
限
よ
り
も
、
も
は
や
重

要
で
は
な
い
。
著
し
く
大
き
く
な
り
続
け
る
と
思
わ
れ
る
二
次
的
利
用
の
重
要
性
の
比
率
は
、
人
工
知
能
の
進
歩
の
程
度
に
か
か
っ
て
い
る

と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
い

（
（19
（

う
。

三
─
二　

サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
各
要
素

　

サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
制
限
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
。

　

サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、情
報
の
「
蓄
積
」（storing
）、「
対
照
、突
合
」（collating

）、「
分
析
」（analyzing

）、「
流
通
」（distributing

）

の
各
要
素
か
ら
な
る
。

　

ま
ず
、
蓄
積
（
保
管
）
の
規
制
が
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
最
初
の
尺
度
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
も
し
収
集
さ
れ
た
情
報
が
蓄

積
、
保
管
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
よ
り
よ
く
保
護
さ
れ
う

（
（19
（

る
。
し
か
し
対
照
的
に
、
一
つ
の
特
定
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
項
目
─
─
人
が
ど
ん
な

雑
誌
を
読
む
か
、
人
が
よ
く
行
く
バ
ー
は
ど
こ
か
、
等
─
─
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
も
、
記
録
が
保
持
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
を
保
管
し
な
い
シ
ス

テ
ム
と
比
べ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
よ
り
高
度
な
危
険
と
な
る
。
こ
の
規
制
は
、「
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る
か
、
す
ぐ
に
消
去
さ
れ
る
か
」

の
判
定
を
ま
ず
課
す
し
、
も
し
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
ら
、
さ
ら
に
、「
情
報
が
保
持
さ
れ
る
時
間
の
長
さ
」
が
問
題
と
な

（
（19
（

る
。
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つ
ぎ
に
、
対
照
（
情
報
の
照
ら
し
合
わ
せ
、
突
合
）
の
規
制
が
、
第
二
の
尺
度
と
な
る
。
同
じ
人
物
の
情
報
の
対
照
に
関
し
て
い
え
ば
、

特
に
そ
の
人
物
に
関
す
る
情
報
の
フ
ァ
イ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
あ
る
機
関
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
情
報
が
他
の

機
関
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
情
報
と
結
合
、
リ
ン
ク
さ
れ
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
脅
威
は
増
幅
す

（
（19
（

る
。
法
は
技
術
的
な

発
展
に
適
合
し
、
リ
ン
ク
さ
れ
た
全
て
の
デ
ー
タ
を
一
つ
と
し
て
扱
い
、
情
報
の
集
積
に
制
限
を
課
す
こ
と
を
求
め

（
（19
（

る
。

　

そ
し
て
、分
析
の
規
制
が
、第
三
の
尺
度
と
な
る
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
が
単
に
蓄
積
さ
れ
対
照
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
き
よ
り
も
、

他
の
情
報
を
探
り
出
し
た
り
、
未
加
工
の
デ
ー
タ
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
そ
の
人
物
に
つ
い
て
の
結
論
を
引
き
出
し
た
り
す
る
た
め
に
情
報

が
分
析
さ
れ
て
い
る
場
合
の
ほ
う
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
リ
ス
ク
は
よ
り
高
く
な
る
。
分
析
は
ま
ず
、「
分
析
が
少
し
も
な
さ
れ
て
い
な

い
か
」
を
判
定
す

（
（19
（

る
。
つ
ま
り
、「
未
加
工
の
デ
ー
タ
の
単
な
る
使
用
」
と
対
比
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
ど
れ
く
ら
い
の
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
種
類
の
新
し
い
情
報
が
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
か
」
を
評
価
す
る
。
さ
ら
に
、「
ど
れ
く
ら
い
の
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
新
し

い
情
報
が
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
か
」
を
評
価
す
る
た
め
の
、
付
加
的
な
計
測
法
も
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
、「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い

情
報
を
利
用
し
た
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
特
定
」
が
問
題
と
な
る
。
と
く
に
、「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
収
集
や
使
用
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
と
き
」
に
、「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報
を
利
用
し
た
当
該
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
推
測
に
分
析
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
」
を
禁
止

す
る
必
要
が
あ

（
（19
（

る
。

　

最
後
に
、
流
通
の
規
制
が
、
第
四
の
尺
度
で
あ

（
（19
（

る
。
こ
の
点
、
流
通
と
ア
ク
セ
ス
は
同
じ
プ
ロ
セ
ス
の
コ
イ
ン
の
裏
表
で
あ
る
と
、
エ
ツ
ィ

オ
ー
ニ
は
い

（
（19
（

う
。
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
の
流
通
、
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
点
で
、
流
通
の
程

度
を
測
る
適
切
な
要
素
は
、
①
法
律
や
規
制
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
範
囲
、
②
共
有
さ
れ
て
い
る
情
報
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
③
そ
の
情
報

を
共
有
し
て
い
る
機
関
の
数
で
あ
る
と
い
え

（
（19
（

る
。
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三
─
三　

第
四
の
変
数
─
─
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

　

こ
の
追
加
的
な
変
数
は
、「（
座
標
軸
上
）
負
の
方
向
へ
の
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
」（accountability

）
と
し
て
言
及
さ
れ

（
（20
（

る
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
が
収
集
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
、
分
析
さ
れ
る
様
々
な
「
場
」
は
す
べ
て
、
少
な
く
と
も
権
限
の
な
い
者
に
対
す
る
な
ん

ら
か
の
障
壁
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
単
純
な
装
置
、
た
と
え
ば
パ
ス
ワ
ー
ド
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ロ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
イ
ア
ー
・

ウ
ォ
ー
ル
や
暗
号
化
な
ど
、
よ
り
強
力
な
も
の
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
が
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
要
素
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
手
段
は
、
次
の
よ
う
に
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
の
何
ら
か
の
要
素
を
制
限
す

（
（20
（

る
。
あ

る
も
の
は
、
た
と
え
ば
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
制
限
を
か
け
る
こ
と
で
、「
共
有
」
を
制
限
す
る
。
ま
た
あ
る
も
の
は
、
あ
る
一
定
の
期
間
が

経
つ
と
情
報
を
消
す
こ
と
を
確
実
に
す
る
こ
と
で
、「
保
管
」
を
制
限
す
る
。
ま
た
ほ
か
の
も
の
は
、
情
報
を
非
個
性
化
（de-identifying

）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
分
析
」
を
制
限
す
る
。「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
手
段
が
よ
り
広
範
か
つ
効
果
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
サ
イ

バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
よ
り
起
こ
ら
な
く
な
り
、
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
保
護
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
あ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
強
力
な
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
れ
ば
講
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
仮
に
情
報
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
く
、
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
が
相
当
な
も
の
で
あ
り
、
重
大
な
程
度
の
対
照
や
分
析
が
施
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

発
生
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
程
度
は
小
さ
な
も
の
と
な
る
。
逆
に
、
も
し
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
が
欠
け
て
い
る
と
す
る
と
、

仮
に
情
報
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
比
較
的
小
さ
く
、
情
報
が
比
較
的
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
は
な
く
、
対
照
や
分
析
が
そ
こ
ま
で
過
度
で
な
く
て
も
、

発
生
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
は
大
き
く
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
水
準
は
、
様
々
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
が
充
分
で
あ
る
か

に
つ
い
て
の
情
報
を
逐
一
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

（
（20
（

る
。
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四　

ソ
ロ
ブ
の
見
解
と
の
比
較

　

以
上
の
よ
う
に
、
情
報
処
理
の
行
為
態
様
に
着
目
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
類
型
化
を
行
う
研
究
者
は
他
に
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な
論

者
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
ソ
ロ
ブ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

彼
は
、
か
つ
て
プ
ロ
ッ
サ
ー
が
類
型
化
し
た
秘
匿
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
を
廃
棄
し
、
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
適
合
し
う

る
よ
う
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題
を
次
の
十
六
の
性
格
ご
と
に
類
型
化
を
行

（
（20
（

う
。

　

①
情
報
収
集
（inform

ation collection

）
の
段
階

　
　

監
視
（surveillance

）、
尋
問
（interrogation

）

　

②
情
報
処
理
（inform

ation processing
）
の
段
階

　
　

集
積
（aggregation

）、
同
一
化
（identification

）、
非
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
状
態
（insecurity

）、
二
次
利
用
（secondary use

）、
排

除
（exclusion

）

　

③
情
報
拡
散
、
流
通
（inform

ation dissem
ination

）
の
段
階

　
　

守
秘
義
務
関
係
違
反
（breach of confidentiality
）、
情
報
開
示
（disclosure

）、
暴
露
（exposure

）、
ア
ク
セ
ス
可
能
性
の
増
大

（increased accesibility

）、
脅
迫
（blackm

ail

）、
盗
用
（appropriation

）、
歪
曲
（distortion

）

　

④
侵
襲
（invasion

）

　
　

侵
入
（intrusion

）、
決
定
へ
の
干
渉
（decisional interference
）

　

ソ
ロ
ブ
は
、
以
上
の
類
型
に
注
意
を
払
っ
て
そ
の
侵
害
が
問
題
と
な
る
場
面
ご
と
に
適
宜
対
処
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
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（
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t
zio

n
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（
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）Id. at 7-8.

（
160
）O

rin S. K
err, A

 U
ser's G

uide to the Stored Com
m

unications A
ct, and a Legislator's G

uide to A
m

ending It, 72 George 
W

ashington Law
 Review

 1208,1229 n. 142 (2004)

（
161
）
モ
ラ
ル
対
話
と
は
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
独
特
の
用
語
法
で
あ
る
が
、
簡
潔
に
い
え
ば
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
内
省
に
よ
っ
て
価
値
観

う
に
、
情
報
処
理
の
程
度
や
二
次
利
用
の
形
態
に
着
目
す
る
と
い
う
点
で
は
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
と
ソ
ロ
ブ
は
共
通
し
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
こ

に
着
目
し
た
こ
と
に
関
す
る
学
術
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
と
し
て
は
、
ソ
ロ
ブ
に
軍
配
が
上
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
等
の
間

に
は
大
き
な
違
い
も
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
第
一
に
、
ソ
ロ
ブ
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
を
規
範
的
に
基
礎
づ
け
た
う
え
で
画
一
的
に
概
念
化
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
な
一
方

で
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
む
し
ろ
こ
れ
を
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
積
極
的
に
志
向
す
る
の

で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
ソ
ロ
ブ
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
基
準
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
だ
が
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
む

し
ろ
こ
の
要
素
に
積
極
的
な
意
義
を
認
め
る
。
さ
ら
に
第
三
に
は
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
要
素
で
考
慮
し
て
い

る
の
が
、
単
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
情
報
処
理
の
態
様
と
い
う
よ
り
も
、
人
工
知
能
に
よ
る
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
近
時
、
人

工
知
能
技
術
の
発
達
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
発
達
の
結
果
と
し
て
、
序
章
に
て
既
述
の
通
り
、「
技
術
的
特
異
点
」

な
る
段
階
に
い
た
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
未
来
研
究
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、ソ
ロ
ブ
の
主
張
す
る
「
現

代
的
な
侵
害
態
様
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
問
題
意
識
を
受
け
止
め
た
う
え
で
、
こ
れ
を
彼
な
り
に
再
構
成
し
て
規
範
的
観
点
を
重

視
し
つ
つ
、
さ
ら
に
将
来
の
技
術
発
展
を
見
越
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
基
準
を
再
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
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